
第７次川崎市子どもの権利に関する行動計画　令和６年度進捗状況報告書
施策の方向Ⅳ　子どもの参加（条例第４章）

令和６年度の達成度（１～５の５段階評価で入力）
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令和６年
の達成度

所管局 所管課

☆ 305
子ども・若者の
“声”募集箱の設
置

■目的・目標：川崎市に住んでいる、または市内の学校に通っている
子どもたち等（小学４年生～１８歳までを想定）から、川崎のまちに
対して思っていることや感じていることを聴き、まちを良くするため
の参考にします。

■事業概要：市ホームページ上に個別ページを作成し、ロゴフォーム
で意見を募り、いただいた声については、全件市長閲覧に諮ります。
個別回答はしませんが、市ホームページにいただいた主な声と市の考
えを掲載することで、子どもたちの達成感への寄与や適切な情報発信
を行います。

　子どもや若者から、348通（401件）の声が投
稿され、川崎市に対して想っていることを聴くこと
ができました。また、届いた声を各所管局区等に共
有するとともに、その内容に対する考えを作成いた
しました。さらに、子どもや若者にとって、より見
やすくするために、市ホームページの該当部分を改
修しました。

　子どもや若者から、４４３通（469件）の声が投稿さ
れ、川崎市に対して想っていることを聴くことができまし
た。また、届いた声を各所管局区等に共有するとともに、そ
の内容に対する市の考えを子どもたちに分かりやすい表現で
作成し、市ホームページへ掲載しました。毎月発信している
市長のメッセージについて、募集箱に寄せられた「市長が動
画サイトで実際に意見を発表すると、市民からの信頼感を抱
ける」との声から、動画での発信を開始しました。
　さらに、事業紹介のホームページについて、子どもや若者
にとって、親しみやすく、より情報収集・発信ができるよう
に、リニューアルしました。

　子どもや若者からの声を市ホームページで受け
付けることで、子どもたちが市政に対して気軽に
想いや考えを伝えることができました。また、子
どもや若者から届いた声を各所管局区等で受け止
めるとともに、その内容に対する考え方を作成す
ることで、市政運営の参考としました。さらに、
届いた声と市の考えを、市ホームページで定期的
にフィードバックすることで、自分たちの声が受
け止められたことを、子どもや若者が実感できる
ようにしました。

　広報活動を精力的に行いましたが、依然とし
て、子どもや若者から、本制度が十分に認知され
ていないとの意見も寄せられており、また、高校
生以上からの声が少ない状況であるため、継続
的・効果的な周知・広報が必要と考えています。
　さらに、子どもや若者にとって自分たちの声が
活かされていることをより実感してもらえるよう
に、内部関係部署の理解を進めるための手法を引
き続き検討していきます。

3
こども
未来局

企画課

☆ 306
川崎市子ども会議
（意見表明）

■目的・目標：子どもの意見表明及び子どもの参加の促進をめざしま
す。

■事業概要：川崎市子どもの権利に関する条例に基づいて、子どもの
意見表明の場として川崎市子ども会議を開催し、市政に対しての意見
表明の機会を担保するとともに、子どもと行政がパートナーとして取
り組むことができるように必要なを支援を行います。

　幅広い子どもの声を、よりしっかりと受け止める
仕組みとして、子ども・若者の”声”募集箱との連
携や、カワサキ☆Ｕ１８、定例会議など、様々な企
画を組み合わせて、一連の取り組みとして展開しま
した。
　特に新たな取り組みとして、行政や地域団体、企
業などの大人とも話し合う機会を設けたこと、子ど
もの視点を中心に、立場の異なる市民同士の相互理
解を図りました。

　幅広い子どもの声を、よりしっかりと受け止める仕組みと
して、子ども・若者の”声”募集箱との連携や、カワサキ☆
Ｕ１８、定例会議など、様々な企画を組み合わせて、一連の
取り組みとして展開しました。
　また、行政や地域団体、企業などの大人とも話し合う機会
を設けたこと、子どもの視点を中心に、立場の異なる市民同
士の相互理解を図りました。

　一連の取組として展開したことで、幅広い子ど
もの声をまとめることができたほか、大人とも相
互理解を図ることで、お互いに新たな気づきを得
て、さらに子どもたちの意見が深まりました。
　また、令和５年度のカワサキ☆Ｕ１８で提案し
た子どもたちの意見が実現するなど、自分たちの
声が大切にされているということを実感する契機
となりました。

　子どもたちからは、毎年、新たな意見や声が寄
せられるため、子どもの権利を尊重したうえで、
テーマに合致した大人の協力者を探していくこと
が今後の課題と考えています。

3
教育委
員会事
務局

地域教
育推進
課

☆ 307
38

254
304

地域教育会議（行
政区・中学校区子
ども会議）（再
掲）

■目的・目標：子どもたちを豊かな成長を育む活動を行っている地域
教育会議の活動を支援することで、まちづくりや地域の活性化などに
対する、子どもたちの意見の受け止めなど、社会全体で子どもの声を
しっかりと受け止める環境の構築をめざします。

■事業概要：各行政区・中学校区地域教育会議において、行政区・中
学校区子ども会議を開催し、文化・スポーツを通した子どもの交流を
促進や、子どもの意見表明や権利学習を支援を行うほか、各団体の情
報共有の機会を設けることで、連携の促進を支援します。

　各行政区、中学校区の地域教育会議を支援し、各
団体において、子どもの意見表明の機会として、さ
まざまな形態の子ども会議が開催されました。
　川崎市子ども会議と異なり、市政に関わらない身
近な地域課題や世界情勢に関わることなど、独自に
テーマを設定するなど、地域の教育力を発揮し、子
どもたちにとって貴重な機会となりました。
　また、年３回、各団体の状況共有の機会を設け、
それぞれの魅力を各地域で共有しました。

　各行政区、中学校区の地域教育会議を支援し、各団体にお
いて、子どもの意見表明の機会として、さまざまな形態の子
ども会議が開催されました。
　川崎市子ども会議と異なり、市政に関わらない身近な地域
課題や世界情勢に関わることなど、独自にテーマを設定する
など、地域の教育力を発揮し、子どもたちにとって貴重な機
会となりました。
　また、年３回、各団体の状況共有の機会を設け、それぞれ
の魅力を各地域で共有しました。

子どもたちにとって身近な地域人材が、子どもの
権利を大切にするための企画を立案し、さまざま
な形で実施することができ、子どもたちが、各地
域の活動に参加し、意見を発言することができま
した。

　課題としては、地域交流の希薄化等で、地域活
動自体が縮小化する地域があり、地域主体の活動
への支援が挙げられます。 3

教育委
員会事
務局

地域教
育推進
課

☆ 308

8
106
113
183

社会教育振興事業
（再掲）

■目的・目標：民主主義の精神にのっとり、平和と基本的人権を尊重
し、市民が自らの学びを創造する豊かで活力のある地域社会の実現を
めざします。

■事業概要：教育文化会館や市民館において、平和・人権・男女平等
推進学習や青少年教室事業、子育て・共育学習活動などをとおして、
共に生きる地域社会の創造をめざす学習事業を実施します。

　小学生・中学生・高校生等を対象として、青年期
の課題解決あるいは地域参加に向けた学習機会図提
供するとともに、地域の中での仲間づくり、つなが
りづくりを促進する青少年教室事業を教育文化会
館・各市民館・分館で12事業実施し、延べ679人
が参加しました。

　小学生・中学生・高校生等を対象として、青年期の課題解
決あるいは地域参加に向けた学習機会図提供するとともに、
地域の中での仲間づくり、つながりづくりを促進する青少年
教室事業を教育文化会館・各市民館・分館で８事業実施し、
延べ274人が参加しました。

　地域の中での仲間づくり、つながりづくりを促
進するよう、参加者が企画・運営も行うようなプ
ログラムを設けました。

　小学生・中学生・高校生が参加しやすい時期で
の開催等に留意しながら、引き続き青少年教室事
業を実施してまいります。

3
教育委
員会事
務局

生涯学
習推進
課

☆ 309 こども防災塾

■目的・目標：小学生とその保護者を対象に、防災について学ぶ体験
事業を開催することで、防災意識の向上を図るとともに、家庭・地域
における防災の取組を支援します。

■事業概要：防災施設の見学や様々な防災体験等を通じ、日頃の備え
や地域での協力の大切さについて学ぶ「こども防災塾」を夏休みに開
催します。

　関東大震災からを100年を契機に、子ども向けの
防災啓発動画を２本作成し、防災知識の普及啓発を
行いました。

　小学生の親子を対象にした「こども防災塾」を市内3カ所
で開催しました。防災についての講座やワークショップを通
して、家庭・地域における防災の取組を考えていただく機会
を提供しました。

　子ども向けの防災啓発動画を11本、「こども防
災塾」の内容をまとめた動画を3本作成し、「川
崎市ぼうさいチャンネル」やGIGA端末で配信を
行いました。

　家庭でも親子で防災意識を向上していただくた
め、学校の授業などでも積極的に動画を活用して
いただくことが課題です。

3
危機管
理本部

危機管
理部

☆ 310
地域における子ど
も向けスポーツ事
業の実施

■目的・目標：子どもたちが地域で身体を動かせる場や機会を提供す
ることを目的・目標にイベントや教室等を開催します。

■事業概要：川崎市スポーツ推進委員連絡協議会や総合型地域スポー
ツクラブ等と連携し、地域の大人と関わりながら子どもたちがスポー
ツを楽しめる機会を提供します。

　川崎市スポーツ推進委員連絡協議会（各区スポー
ツ推進委員会）：各区でスポーツイベントを実施し
ました。
　総合型地域スポーツクラブ：3区（中原区・高津
区・麻生区）でスポーツ体験教室・イベントを実施
しました。

　川崎市スポーツ推進委員連絡協議会（各区スポーツ推進委
員会）：各区でスポーツイベントを実施しました。
　総合型地域スポーツクラブ：市内3カ所にてスポーツ体験
教室・イベントを実施しました。

　川崎市スポーツ推進委員連絡協議会と連携した
スポーツイベント及び総合型地域スポーツクラブ
と連携したスポーツ体験教室・イベントのいずれ
においても多くの参加があり、子どもたちがス
ポーツを楽しめる機会を提供することができまし
た。

　今後もより多くの子どもたちが地域で身体を動
かせる場や機会を提供できるよう、関係団体と連
携しながら事業実施に向けて取り組んでいく必要
があります。

3
市民文
化局

市民ス
ポーツ
室

☆ 311

パラスポーツ体験
講座「パラスポー
ツやってみるキャ
ラバン」

■目的・目標：パラスポーツに触れる機会を設けることで、パラス
ポーツへの関心が高まり、障害に対する理解を深めます。

■事業概要：小学校の授業や地域の施設を活用してパラスポーツ（パ
ラスポーツ）の魅力を子ども達に伝えるもの。

　令和５年度は、市立小学校1８校において、車い
すバスケットボールなどのパラスポーツ体験講座を
実施しました。また、市内各施設（保育園・こども
文化センター等）１２か所において、障害のあるな
しにかかわらず誰もが楽しめるスポーツであるボッ
チャの体験会を開催しました。

　令和６年度は、市立小学校1９校において、車いすバス
ケットボールとボッチャの体験講座を実施するとともに、老
人いこいの家や学校PTA等に向け、障害のあるなしに関わ
らず楽しむことができるボッチャの体験会を実施しました。

　小学校における体験講座を通じて、約2,500名
の児童に障害及び障害者に対する理解について学
習する機会を提供することができました。また、
様々な施設等において幅広い世代が楽しめるボッ
チャの体験会を開催したことにより、学校や地域
のパラスポーツへの関心が高まり、市全体として
パラスポーツへの関心や障害及び障害者に対する
理解を一層深めることに寄与することができまし
た。

　今後も、パラスポーツを通じて、子どもへの障
害及び障害者に対する理解を深めていくため、引
き続き、取組を進めていく必要があります。

3
市民文
化局

市民ス
ポーツ
室

☆ 312
へいわアニメ上映

会

■目的・目標：小・中・高校生とその親を対象に、戦争の悲惨さや平
和の尊さについて学習してもらい、平和を愛する心を育む精神を涵養
するため実施している平和学習のための事業

■事業概要：空襲や引揚げなど戦争をテーマとしたものや広く平和を
とらえることをテーマとしたアニメを、小学生向けに上映する。

　９月３日（日）に「へいわアニメ上映会」を平和
館で開催しました。上映したアニメは「煙突屋ペ
ロー」と「どうぶつたちのねがい」の２本で、当日
は小学生やその保護者など、２８人の参加がありま
した。

　市制100周年特別開館を行った７月１日（月）に「へい
わアニメ上映会」を平和館で開催しました。平和について考
えるアニメ６作品を上映し、当日は小学生やその保護者な
ど、７８人の参加がありました。

　イベントを通して、戦争を知らない世代に対し
て戦争の悲惨さや平和の尊さについて学習しても
らう機会を提供できました。
　また、保護者にも参加してもらうことで、親子
で「平和」について考え、学習する機会を提供で
きました。

　「へいわアニメ上映会」は、戦争の悲惨さや平
和の尊さについて学習してもらい、平和を愛する
心を育む精神を涵養するための平和学習として継
続して実施していくとともに、事業全体を通して
子どもたちが学ぶ施設での活動へ参加することが
できる機会を引き続き提供していく必要がありま
す。

3
市民文
化局

平和館

☆ 313 平和館見学ツアー

■目的・目標：小・中・高校生とその親を対象に、戦争の悲惨さや平
和の尊さについて学習してもらい、平和を愛する心を育む精神を涵養
するため実施している平和学習のための事業

■事業概要：平和館職員のガイドのもと、「平和館オリエンテーリン
グシート」を使って、川崎大空襲や戦争のこと、平和への取組など見
学しながら平和について学ぶ。

　９月３日（日）に「平和館見学ツアー」を開催し
ました。見学ツアーは館内パンフレットやオリエン
テーリングシートを活用して、平和館館長が解説を
行いながら常設展示を中心として見学してもらう内
容で、当日は小・中学生やその保護者など１６人の
参加がありました。

　10月14日（月・祝）に「平和館見学ツアー」を開催しま
した。見学ツアーは、平和館館長が解説を行いながら常設展
示を中心として見学してもらう内容で、当日は小・中学生や
その保護者など19人の参加がありました。

　イベントを通して、戦争を知らない世代に対し
て戦争の悲惨さや平和の尊さについて学習しても
らう機会を提供できました。
　また、川崎大空襲や戦争のこと、平和への取組
などを見学してもらうことで、子どもたちが平和
について学ぶ機会を提供できました。

　「平和館見学ツアー」は、戦争の悲惨さや平和
の尊さについて学習してもらい、平和を愛する心
を育む精神を涵養するための平和学習として継続
して実施していくとともに、事業全体を通して子
どもたちが学ぶ施設での活動へ参加することがで
きる機会を引き続き提供していく必要がありま
す。

3
市民文
化局

平和館

☆ 314
川崎市スポーツ
フェスタ事業

■目的・目標：子どもたち向けに多様なスポーツに触れるイベントを
開催し、子どもたちがスポーツを始める機会とするとともに、継続的
にスポーツを実施するきっかけづくりとなることで、スポーツ好きの
子どもたちを増やします。また、保護者も併せて参加することで、多
世代へスポーツの楽しさを体験する機会を提供します。

■事業概要：「スポーツ体験教室」や「スポーツ体験ブース」などの
親子で一緒に行うスポーツ体験教室等を実施しています。

　「川崎市スポーツフェスタ２０２３」を等々力緑
地で開催しました。親子で参加する「スポーツ体験
教室」のほか、「スポーツ体験ブース」や「体験
ワークショップ」等の実施を予定していましたが、
雨天のため縮小して実施しました。「スポーツ体験
教室」では定員1,760組のところ、2,105組の応
募があり、当日は雨天でしたが、504組、1,008
名が参加しました。

　「川崎市スポーツフェスタ２０２４」を等々力緑地で開催
し、親子で参加する「スポーツ体験教室」のほか、「スポー
ツ体験ブース」や「スポーツステージ」等を実施しました。
「スポーツ体験教室」では定員1,900組のところ、2,250
組の応募があり、当日は1,358組、2,716名が参加しまし
た。

　事後のアンケートでは、9割以上の方から「と
ても満足」との回答を得ることができました。ま
た、一部の参加者からは、子どもがイベント後に
スポーツを始めた等の回答があり、継続してス
ポーツを実施するきっかけづくりとなっているこ
とがわかりました。

　本イベントの目的でもある子どもたちがスポー
ツを始める機会とするとともに、継続的にスポー
ツを実施するきっかけづくりとなるような取組を
実施する必要があると考えます。

3
市民文
化局

市民ス
ポーツ
室

計画期間の取組内容

２９条施策の方向Ⅳ
子どもの参加

　さまざまな
場において子
どもの意見を
聴き、こど
もヶ自主的・
自発的に、ど
こでも、何に
対しても参加
できるよう支
援します。

（17）子どもの参加の
促進

　子どもが市政等につ
いて意見を表明する機
会や、育ち・学ぶ施設
や地域での活動に参加
する機会等、子どもの
参加を支援します。

㉟

２９条㊱ 　地域において、
文化、スポーツな
ど、さまざまな社
会体験ができるよ
うに、各種子ども
教室や施設見学、
市内をフィールド
にしたワーク
ショップ等の子ど
も向け事業を実施
し、子どもが活動
に参加することを
支援します。

　子ども会議を開
催し、市政等につ
いて子どもが市民
として意見表明す
ることを支援しま
す。また、市ホー
ムページやGIGA
端末などインター
ネットを活用して
子どもからの意見
聴取に取り組みま
す。



第７次川崎市子どもの権利に関する行動計画　令和６年度進捗状況報告書
施策の方向Ⅳ　子どもの参加（条例第４章）

令和６年度の達成度（１～５の５段階評価で入力）
１：目標を大きく上回って達成　２：目標を上回って達成　３：ほぼ目標どおり　４：目標を下回った　５：目標を大きく下回った

施策の方向 推進施策
該当
する
条文

重点
的

取組
№ 再掲 事業名 事業概要等 令和5年度実施状況 令和６年度実施状況 令和６年度の成果 令和６年度の課題

令和６年
の達成度

所管局 所管課計画期間の取組内容

☆ 315
ハートフルエン
ジョイ事業

■目的・目標：乳幼児と保護者が一緒に身体を動かす楽しさ、知識を
学ぶ機会を提供し、将来のスポーツ好きを育てるためのプログラムと
して「親子ふれあい運動遊びコンサート」を行い、継続的な運動遊び
の推進につなげます。

■事業概要：音楽に合わせて保護者と子ども（乳幼児）のふれあい遊
びや体操・ダンス・つながりあそびなど、運動遊びに重点をおいたイ
ベントを実施します。

　「令和5年度親子ふれあい運動遊びコンサート」
をカルッツかわさきの小体育室で開催しました。当
日は49組、112名が参加し、音楽に合わせて身体
を動かしたり新聞紙で遊び道具を作成するなど、乳
幼児と保護者が一緒に身体を動かす楽しさや知識を
学ぶ機会を提供することができました。

　「親子ふれあい運動遊びコンサート」を高津スポーツセン
ターの大体育室で開催しました。当日は１２０組、２９０人
が参加し、音楽に合わせて身体を動かしたり新聞紙で遊び道
具を作成するなど、乳幼児と保護者が一緒に身体を動かす楽
しさや知識を学ぶ機会を提供することができました。

　コンサート終了後のアンケートでは、「広い体
育館でたくさん身体を動かすことができて楽し
かった」「聞いたことのある歌やダンスで子ども
がとても楽しんでいた」等の回答があり、9割以
上の方から「満足」との回答を得ることができま
した。

※昨年度と同じアンケート結果だったということ
でしょうか。他に成果となるようなアンケートで
の感想などあれば追記してください。

　今後も乳幼児と保護者が一緒に身体を動かす楽
しさや知識を学ぶ機会を提供し、継続的に各地域
においても運動遊びの推進につなげられるよう、
各スポーツセンター等と連携しながら取り組んで
いく必要があります。

3
市民文
化局

市民ス
ポーツ
室

☆ 316
かわさきスポーツ
パートナー等との
連携事業

■目的・目標：子どもたちにスポーツの楽しさを感じてもらうととも
に、地域のチームを応援する気持ちを育むことを目的として実施する
ものです。

■事業概要：かわさきスポーツパートナーの選手が小学校などに出向
いてスポーツを通じて触れ合う「ふれあいスポーツ教室」や、市内小
学生とかわさきスポーツパートナー全チームの選手等が一堂に会して
触れ合うかわさきスポーツパートナー「ボールゲームフェスタ」等を
実施します。

　選手参加によるふれあいスポーツ教室については
29回（28校と１園）、クラブのコーチやスタッフ
による巡回型の「ふれあいサッカー教室」は104
校、「ふれあいバスケットボール教室」は延44校
で実施し、子どもがスポーツに触れる機会の創出に
繋げることができました。
　また、かわさきスポーツパートナー「ボールゲー
ムフェスタ」については、市内小学生140名が参加
し、子どもたちにスポーツの楽しさや素晴らしさを
実感してもらう場の提供をすることができました。

　選手参加による「ふれあいスポーツ教室」については、
28回（延べ27校と１園）、クラブのコーチやスタッフによ
る巡回型の「ふれあいサッカー教室」は9７校（見込）、
「ふれあいバスケットボール教室」はのべ54校（見込）で
実施し、子どもがスポーツに触れる機会を創出しました。
　また、かわさきスポーツパートナーによる「ボールゲーム
フェスタ」については、市内小学生約130名が参加し、子
どもたちにスポーツの楽しさや素晴らしさを実感してもらう
場を提供することができました。

　選手参加による「ふれあいスポーツ教室」及び
クラブのコーチやスタッフによる巡回型の「ふれ
あいサッカー教室」と「ふれあいバスケットボー
ル教室」は、実施後の報告書にていずれも9割以
上の学校から「大変満足」と回答を得ることがで
きました。
　また、かわさきスポーツパートナーによる
「ボールゲームフェスタ」についても、イベント
実施後アンケートにおいて9割を超える参加者か
ら「楽しかった」「また参加したい」との回答を
得ることができました。

　選手参加型の「ふれあいスポーツ教室」につい
ては、選手が稼働できるスケジュールが限られて
いることから、継続実施できるように各チームと
引き続き調整をしていきます。

3
市民文
化局

市民ス
ポーツ
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☆ 317
フラッグフット
ボール普及啓発事
業

■目的・目標：子どもたちの健全育成やスポーツの楽しさを体感して
もらうことを目的に、学校・地域におけるフラッグフットボールの普
及啓発事業を実施しています。

■事業概要：実施を希望する市内小学校へ指導者を派遣し、体育の授
業等で子どもたちにフラッグフットボールを教える「巡回教室」を実
施するとともに、Xリーグ（社会人アメリカンフットボール）の選手
を交えた「フラッグフットボール体験 会教室」や「フラッグフット
ボール小学生交流大会」を開催します。

　「フラッグフットボール巡回教室」については、
100校で実施しました。
　また、「フラッグフットボール体験教室」は約2
倍、「フラッグフットボール小学生交流大会」は
1.5倍に参加者が増えるとともに、Ｘリーグ選手が
参加し子どもたちと触れ合うことで、フラッグフッ
トボールの楽しさを子どもたちに普及啓発すること
ができました。

　「フラッグフットボール巡回教室」については、107校
で実施しました。
　また、「フラッグフットボール体験教室」は台風で急遽中
止となったものの、「フラッグフットボール小学生交流大
会」は昨年に引き続き現役Ｘリーグ選手によるふれあいイベ
ントも実施し、フラッグフットボールの普及啓発につなげる
ことができました。

　「フラッグフットボール巡回教室」は、昨年よ
り７校上回る１０７校で実施し、過去最高の実施
校数とました。
　あわせて、「フラッグフットボール小学生交流
大会」は実施後アンケートにおいて「ぜひまた開
催してほしい」「大会に参加したことでフラッグ
フットボールが好きになった」といった回答を得
るなど、子どもたちへの効果的な普及啓発の場と
することができました。

　「フラッグフットボール体験教室」（台風中
止）については、市公式Xでの投稿を行ったもの
の、定員には満たなかったため、さらなる広報強
化をする必要があります。

3
市民文
化局

市民ス
ポーツ
室

☆ 318
高校生向け量子ネ
イティブ人材育成
プログラム

■目的・目標：量子分野の産業化をけん引する量子ネイティブ人材
を、全国に先駆けて川崎から輩出することを目指します。

■事業概要：日本アイ・ビー・エム株式会社、国立大学法人東京大学
と令和３年６月に締結した量子コンピューティング技術の普及と発展
に関する基本協定に基づき、三者共催による市内の高校生を対象とし
た量子ネイティブ人材育成プログラムを開催します。

　Kawasaki Quantum Summer Camp 2023
を令和４年８月17日～18日、21～24日、10月
28日（計６日間）新川崎・創造のもりAIRBICなど
で開催しました。量子プログラミングやハードウェ
ア技術をはじめとした量子コンピューターを使いこ
なす基礎力の習得のほか、デザイン思考の講義を実
施しました。
（参加者数：19名　OBOGサポーター：８名）

　Kawasaki Quantum Summer Camp 2024を令和6
年7月30日～8月2日（計4日間）に新川崎・創造のもりの
AIRBICなどで開催しました。量子プログラミングやハード
ウェア技術をはじめとした量子コンピューターを使いこなす
基礎力の習得のほか、デザイン思考の講義を実施しました。
（参加者数：23名　OBOGサポーター：1名）
　また12月に量子分野に高い関心を持つKawasaki
Quantum Summer Campの参加者を対象に、フォロー
アップイベントを実施しました。（参加者数：大学生3名
（令和4年度参加者））

　受講生の満足度について、高評価を付けた参加
者が95％以上であり、また、受講した感想とし
て、「進路を悩んでいたので、とても参考になっ
た」「大学の学部選択に活かせると思った」「量
子コンピュータのことをもっと詳しく知りたいと
思った」といった意見があり、子どもたちの進路
選択の助けになりました。
　その他、他の学校の生徒や最先端の研究をして
いる研究者と交流することによって、子どもたち
が新たな知見や考え方を得られる機会になりまし
た。

　「プログラムの難易度が高い」「理解するため
の時間が足りない」「自分のしたいこととはズレ
ていると感じた」といった声があり、来年度の企
画の参考としていきます。

3
経済労
働局

イノ
ベー
ション
推進部

☆ 319
川崎臨海部しごと
スタイル

■目的、目標
市内高校生が川崎臨海部の立地企業と就業者の姿を直接見て知って体
験する機会を提供することで
・生徒たちが、将来自らが働くイメージ像を描きキャリアをデザイン
する力を身に着ける
・臨海部企業は事業活動ＰＲ・理解度向上を図るとともに次世代の人
材育成につなげる
・市は中長期的な臨海部のブランディング向上、持続的な産業活性化
につなげる機会とする

■事業概要：
高校生の社会体験の１つとして、企業訪問を軸として臨海部について
継続的に学ぶ取組を実施する。
・１年生向け「プログラム」
　　- 事前オリエンテーション
　　- 学校での企業ブース出展・事業紹介
　　- 企業訪問による見学・体験ツアー（１日）
　　- 学んだ内容を学年全体に発表・共有する発表会
・２年生向け「インターン」
　　- 夏休み期の企業活動体験（数日間）、１年生向けプログラムを経た子
どもたちが参加

　企業16社と連携のもと市立川崎総合科学高等学
校1年生を対象に、川崎臨海部と「働く」ことにつ
いて学ぶプログラムを行いました。また、企業7社
と連携のもと同校２年生の希望者を対象にインター
ンを実施し、30名の生徒が参加しました。

　川崎臨海部に立地する19社・機関と連携し、市立川崎総
合科学高等学校1年生を対象に、川崎臨海部と「働く」こと
について学ぶプログラムを行いました。
　また、１年生時に同プログラムを経験した同校２年生を対
象に、夏休み期に希望参加制のインターンを実施（１１名参
加）しました。

　ものづくりに関心の高い市内唯一の市立工業系
高校の生徒たちを対象に、力強い産業都市を牽引
する地元・川崎臨海部について学ぶ場を提供しま
した。
　「企業訪問しないと学べないことをたくさん学
べた」、「工場でどのようなことをどのように
行っているかが明確に理解できて非常に良い経験
になった」等の参加生徒からの感想もあり、生徒
たちにとっては社会の仕組みを理解しながら視野
を広げるとともに、自身の将来を考えイメージを
描く機会となりました。

　企業等からの興味関心も高く参加企業数も増加
しているものの、B to B企業が多い川崎臨海部の
企業と市民をつなぐ接点・交流の機会として、若
い世代の認知度向上・理解度の向上につなげてい
く必要があります。

3
臨海部
国際戦
略本部

事業推
進部

☆ 320
市民文化活動支援
事業

■目的・目標：子どもが文化芸術に関心を持ち、興味を持続させる取
組を実施することにより、未来の文化芸術を担う青少年の創造性と豊
かな感性を育成します。

■事業概要：子どもが伝統芸能、演劇などの文化芸術に触れる機会や
参加する機会を提供します。

　伝統芸能体験事業（夏休み能楽体験教室：参加者
１０８名、こども狂言教室：参加者１１名）、生け
花等の展覧会「花展」（出展者２５名）、浮世絵
ギャラリーにて「夏休み 親子で楽しむ 浮世絵講
座」（小学校高学年の児童と保護者1３組３１名）
を実施、川崎・しんゆり芸術祭では、「ベイビーシ
アターKUUKI（保護者含む参加者９６名）、「子
供のための音楽ショータイム」（保護者含む参加者
３５３名）を実施し、子どもの文化芸術活動への参
加の機会を提供しました。

　伝統芸能体験事業（夏休み能楽体験教室：参加者116
名、こども狂言教室：参加者12名）、生け花等の展覧会
「花展」（出展者29名）、浮世絵ギャラリーでの鑑賞プロ
グラム「うきうきみるみるアートクルーズ」（小学生・中学
生16名参加）を実施しました。また、ラゾーナ川崎プラザ
ソルでは「青少年のためのミュージカルワークショップ」で
お試しワークショップ（小学3年生～6年生：23名参加）及
び集中ワークショップ＆発表会（小学生９名参加）、若手演
劇人によるプラザソル演劇公演関連ワークショップ（小学4
～6年生：６名参加）を実施し、川崎・しんゆり芸術祭で
は、ベイビーシアター「What is Like」（保護者含む参加
者96名）、「子供のための音楽ショータイム」（保護者含
む参加者518名）を実施し、子どもの文化芸術活動への参
加の機会を提供しました。

　伝統文化や演劇などの文化芸術に触れ、体験で
きる事業に、多くの親子や子どもの参加があった
ことで、子どもが日本の文化の歴史を知るきっか
けとなるとともに、文化芸術に関心を持たせるこ
とができ、夏休み能楽体験教室の参加者からは
「子ども達が、お能に興味を持つきっかけとな
り、大変良かった」といった声や、ベイビーシア
ター「What is Like」の参加者からは「今までに
ない五感で感じる舞台を経験出来て刺激的だっ
た」といった感想をいただくなど、未来の文化芸
術を担う青少年の創造性と豊かな感性の育成につ
ながりました

　より多くの子どもが、文化芸術に関心を持ち、
興味を継続させる取組が実施できるように、引き
続き大人と子どもがともに体験しながら、文化芸
術に触れられる機会や参加できる機会を提供して
いく必要があります。

3
市民文
化局

市民文
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多くの子ども達に音楽活動への参加機会をの提供
することができました。参加した子ども達から
は、「プロの音楽家に直接話を聞くことができ貴
重な経験になった」「ジュニア・プロデューサー
に参加して自身が持てるようになった」などの感
想があり、子どもたちにとって貴重な経験ができ
る場となっています。
　また、家族連れが参加できるイベントやコン
サートを実施し、チケット代金に家族割引やU25
割引の設定により、より気軽に、多くの子ども達
が音楽を楽しむ機会を提供することができまし
た。

　引続き、子ども達に対し、音楽と関わる機会
や、他者とのコミュニケーションの場として多様
なコミュニティプログラムを提供していく必要が
あります。

3☆ 321

子ども達が音楽と関わる機会を提供し続け、他者とのコミュ
ニケーションの場として多様なコミュニティプログラムを実
施しました。
【小学校高学年対象】ジュニア・プロデューサー（市内小学
校４～６年生：９名）一般公募で集まったジュニアプロ
デューサーがコンサート当日まで仲間とアイディアを出し合
い、ミューザの日にてコンサートを開催しました。
【中学・高校生対象】リトルミューザ（３名）過去にジュニ
アプロデューサーに参加した経験者（ 中・ 高校生）を中心
に、６年度は「ばらの騎士」公演関連企画を実施しました。
職業体験：中学生を対象に行いました。（３中学校、計８
名）
【中学生以上～若年層対象】〇創発プログラム（年４回開
催、参加者数：５・６・１１・３月：計22名、３月川崎市
内の中学校・高校と連携し、コンサート鑑賞＋ワークショッ
プの２本立て事業を展開。中学生以上の若年層へのホール来
訪の機会となりました。
【未就学児～対象】こどもフェスタ春・「パイプオルガンコ
ンサート＆照明ショー」「オープンハウス」（５月５日）：
2,705名・「音のワークショップ」（５月５日）：１３名
ミューザの日（６月２９日）総来場者数11,000名（ウェル
カム・コンサート及びジュニアプロデューサー企画コンサー
ト含む）
フェスタサマーミューザ「イッツ・ア・ピアノワールド」
（７月２８日）:918名
わたしもぼくもオルガニスト（短期レッスン）１２名（長期
レッスン）５名
ランチタイムコンサート「子どものためのワークショップ」
（８月：１７名、３月：今後実施）
ポプリ・コンサート（３公演・６月、８月）:計560名

■目的・目標：ミューザ川崎シンフォニーホールでは、世界水準の良
質な魅力ある公演を実施し、市内外に音楽を通して川崎市のイメージ
アップを図り、活力とうるおいのある地域社会づくりを目指していま
す。

■事業概要：子ども達が音楽と関わる機会を提供します。

　子ども達が音楽と関わる機会を提供し続け、他者
とのコミュニケーションの場として多様なコミュニ
ティプログラムを実施しました。
【小学校高学年対象】ジュニア・プロデューサー
（市内小学校４～６年生：９名）一般公募で集まっ
たジュニアプロデューサーがコンサート当日まで仲
間とアイディアを出し合い、ミューザの日にてコン
サートを開催しました。
【中学・高校生対象】リトルミューザ（６名）過去
にジュニアプロデューサーに参加した経験者（ 中・
高校生）を対象に「リトルミューザ」を開催し、こ
れまでのコミュニティ・プログラムを振り返り、今
後のプログラムやミューザの教育プログラムについ
てのまとめや意見交換を行いました。
職業体験：中学生を対象に行いました。（４中学
校、計１９名）
【中学生以上～若年層対象】〇創発プログラム（年
４回開催、参加者数：５・10・12月：計22名、
３月：２名）川崎市内の中学校・高校と連携し、コ
ンサート鑑賞＋ワークショップの２本立て事業を展
開。中学生以上の若年層へのホール来訪の機会とな
りました。
【未就学児～対象】こどもフェスタ春・「おはなし
オルガン」「パイプオルガンコンサート＆照明
ショー」（５月５日）：692名・「音のワーク
ショップ」（５月５日）：１３名
ミューザの日（７月１日）10,619名（ウェルカ
ム・コンサート含む）
フェスタサマーミューザ「イッツ・ア・ピアノワー
ルド」（８月５日）:895名
わたしもぼくもオルガニスト：参加者20名
ランチタイムコンサート「子どものためのワーク
ショップ」
（８月：25名、３月：※26日開催予定）
ポプリ・コンサート（３公演・10月）:合計737名

市民文
化振興
室

川崎シンフォニー
ホール管理運営事
業

施策の方向Ⅳ
子どもの参加

　さまざまな
場において子
どもの意見を
聴き、こど
もヶ自主的・
自発的に、ど
こでも、何に
対しても参加
できるよう支
援します。

（17）子どもの参加の
促進

　子どもが市政等につ
いて意見を表明する機
会や、育ち・学ぶ施設
や地域での活動に参加
する機会等、子どもの
参加を支援します。

㊱ 　地域において、
文化、スポーツな
ど、さまざまな社
会体験ができるよ
うに、各種子ども
教室や施設見学、
市内をフィールド
にしたワーク
ショップ等の子ど
も向け事業を実施
し、子どもが活動
に参加することを
支援します。

２９条



第７次川崎市子どもの権利に関する行動計画　令和６年度進捗状況報告書
施策の方向Ⅳ　子どもの参加（条例第４章）

令和６年度の達成度（１～５の５段階評価で入力）
１：目標を大きく上回って達成　２：目標を上回って達成　３：ほぼ目標どおり　４：目標を下回った　５：目標を大きく下回った

施策の方向 推進施策
該当
する
条文

重点
的

取組
№ 再掲 事業名 事業概要等 令和5年度実施状況 令和６年度実施状況 令和６年度の成果 令和６年度の課題

令和６年
の達成度

所管局 所管課計画期間の取組内容

☆ 322
アートセンター管
理運営事業

■目的・目標：子どもが文化芸術に関心を持ち、興味を持続させる取
組を実施することにより、未来の文化芸術を担う青少年の創造性と豊
かな感性を育成します。

■事業概要：子どもを対象に夏休みと春休みに演劇や、アニメーショ
ンやピンホールカメラ、映画制作、映画音楽制作、無声映画活弁など
のワークショップを実施

　地域の小学生等を対象として、演出家指導により
演劇や映像の制作を体験する「夏休みワークショッ
プ・フェスティバル」を開催しました（参加延べ人
数215名）。また、映画の制作等を体験する「春休
みシネマわくわくワークショップ」を実施しました
（参加延べ人数110名）。

　地域の小学生等を対象として、演出家の指導により演劇や
映像の制作を体験する「夏休みワークショップ・フェスティ
バル」を開催しました（参加延べ人数２６８名）。また、映
画の制作等を体験する「春休みシネマわくわくワークショッ
プ」を実施しました（参加延べ人数１８９名）。

　ミュージカルや映像に親しみながら理解を深め
るワークショップの実施により、参加者・保護者
から「自分で考えたりアイディアをもらったり、
一から作り発表までして充実した時間でした。」
「娘がすごく成長できたと思えるチャンスをいた
だくことができた。」などの感想をいただくな
ど、子どもの文化芸術活動の参加の機会を提供す
ることができました。

　より多くの子どもが、文化芸術に関心を持ち、
興味を継続させる取組が実施できるように、引き
続き文化芸術に触れられる機会や参加できる機会
を提供していく必要があります。

3
市民文
化局

市民文
化振興
室

☆ 323
映像のまち・かわ
さき推進事業

■目的・目標：子どもが文化芸術に関心を持ち、興味を持続させる取
組を実施することにより、未来の文化芸術を担う青少年の創造性と豊
かな感性を育成します。

■事業概要：「映像のまち・かわさき」推進フォーラムによる映像制
作体験の講師派遣、KAWASAKIしんゆり映画祭による野外上映会や
ジュニア映像制作ワークショップの実施

　「映像のまち・かわさき」推進フォーラムから小
学校を対象にGIGAスクール構想により導入された
端末を活用した映像制作体験授業の講師を派遣する
とともに、地域の寺子屋でワークショップ等を実施
島した（参加641名）。
　KAWASAKIしんゆり映画祭では、川崎市立王禅
寺中央中学校校庭にて「シチリアを征服したクマ王
国の物語」の野外上映会を開催しました（参加294
名）。また、中学生を対象としたジュニア映画制作
ワークショップを実施しました（参加15名）。

　「映像のまち・かわさき」推進フォーラムから小学校を対
象にGIGAスクール構想により導入された端末を活用した映
像制作体験授業の講師を派遣するとともに、地域の寺子屋で
ワークショップ等を実施しました（参加４７６名）。
　KAWASAKIしんゆり映画祭では、川崎市立片平小学校校
庭にて「ベルヴィル・ランデブー」のなつやすみ野外上映会
を企画しましたが、台風の影響により中止となり、代わりに
同小学校体育館で冬のお出かけシネマとして同映画の上映会
を開催しました（参加１１３名）。また、中学生を対象とし
たジュニア映画制作ワークショップを実施しました（参加１
９名）。

　小中学生を対象としたワークショップや上映会
の実施により、ジュニア映画制作ワークショップ
実施後のアンケートでは参加者・保護者の全員か
ら「とてもよかった」「よかった」との回答をい
ただくなど、子どもの文化芸術活動の参加の機会
を提供することができました。

　より多くの子どもが、文化芸術に関心を持ち、
興味を継続させる取組が実施できるように、引き
続き文化芸術に触れられる機会や参加できる機会
を提供していく必要があります。

3
市民文
化局

市民文
化振興
室

☆ 324 夏休み計量教室

■目的・目標：計量知識の普及と正確計量に対する意識の啓発を図る
ための計量教室を実施します。

■事業概要：将来を担う市内の小学生（４～6年生）及びその保護者
を対象に、はかりの工作と作ったはかりを使って実際に計量・計測を
行う夏休み親子計量教室を実施します。

　「夏休み親子計量教室」を川崎市地方卸売市場南
部市場で実施した。前半は、市場内見学で水産・青
果・花きの３部門での流通の話、－35度の冷凍庫
体験等、普段経験することのない学習ができまし
た。後半は市場の会議室ではかりの工作に取り組み
実際に計量・計測を行いました。参加人数は児童
13名、保護者12名、計25名の参加がありまし
た。

　小学４～６年生を対象に「夏休み親子計量教室」を川崎市
地方卸売市場南部市場で実施しました。前半は、市場内見学
で水産・青果・花きの３部門での流通の話、魚の触れ合い、
－35度の冷凍庫体験、ターレ乗車等普段経験することのな
い体験ができました。後半は市場内にある川崎市食品衛生協
会の会議室を借りて、はかりの工作に取り組み実際に計量・
計測を行いました。児童13名、保護者13名、計26名の参
加がありました。

　開催会場である地方卸売市場南部市場の指定管
理者と場内事業者の協力を得た市場見学や、はか
りの工作を通じ計量知識の普及と啓発を図るとと
もに、適正計量の重要性について理解を深めるこ
とができ、子ども等が自ら参加し学ぶことのでき
る事業を実施しました。
　参加者からは、「工作とはかりの仕組みを体験
できて良い企画でした」等の感想が寄せられまし
た。

　昨年度の反省から、今年度は広報の見直しを行
い、市政だよりの掲載や市内全小学校への周知等
強化を行った他、より収容人数が多い会議室の変
更と共に市場見学ありとなしの２つのコースを設
定し、各１５組募集をかけ参加人数の増員を図り
ました。しかしながら市場見学ありのコースはす
ぐに定員到達になりましたが、市場見学なしの
コースは定員割れとなったため、次年度は需要が
ある市場見学ありコースの参加人数を増やす等の
企画内容検討が必要となります。

3
経済労
働局

消費者
行政セ
ンター

☆ 325
若者向け消費者教
育推進に関する事
業

■目的・目標：消費生活に関する講座や啓発物等を通じて、消費者教
育を推進し、若者の消費者被害の未然防止を図ります。

■事業概要：小学生及び中学生を対象とした親子向け消費者講座を実
施します。また、若年層に向けた啓発物を作製・配布することで、消
費者トラブルの注意喚起を行います。

　消費者市民社会の普及啓発のための「親子向け消
費者教育講座」を川崎日航ホテル及び川崎市総合自
治会館で計３回実施しました。当日は、計79組
167名の親子が参加し、消費者行政センター発行の
若者向けリーフレットや啓発グッズを配布し、当セ
ンターの役割等を周知できる良い機会となりまし
た。
　また、市内中学3年生約9,900人に中学生向け
リーフレット「かしこい消費者になろう」を配布し
たほか、冊子「学生版消費生活安心ガイド」を市内
全中学校に1クラス1冊ずつ配布しました。

　消費者市民社会の普及啓発のための「親子向け消費者教育
講座」を川崎日航ホテル及び川崎市総合自治会館で計３回実
施しました。当日は、計61組131名の親子が参加し、消費
者行政センター発行の若者向けリーフレットや啓発グッズを
配布し、当センターの役割等を周知できる良い機会となりま
した。
　また、冊子「学生版消費生活安心ガイド」を市内全中学校
に1クラス1冊ずつ配布しました。

　消費者市民社会の普及啓発のための「親子向け
消費者教育講座」については、地元の企業と協力
する等企画内容を工夫し、多くの親子の参加につ
ながりました。参加者からは、「身近な食への理
解が深まった」「子どもが自ら考えて買い物をす
るきっかけとなった」等の感想が寄せられまし
た。
　また、中学生向けに冊子等を配布したことで、
消費者トラブルの注意喚起につながりました。

　令和７年度で財源とする交付金が終了するた
め、交付金終了後の継続方法等引き続き検討する
必要があります。

3
経済労
働局

消費者
行政セ
ンター

☆ 326 親子市場体験教室

■目的・目標：川崎市卸売市場経営プランに基づく市場活性化事業と
して、小学生とその保護者を対象に、卸売市場の役割等について関心
と理解を深めるための事業を実施します。

■事業概要：市場内見学と場内業者による食育・花育体験教室を行
い、卸売市場の役割等を学びます。また併せて市場のPRと消費拡大を
図ります。

　小学生とその保護者を対象に、卸売市場の役割等
について関心と理解を深めてもらうため、フラワー
アレンジメントと市場見学を組み合わせた「おやこ
花育教室」を４回（述べ197人参加）、食育講座に
ついては、青果に関するクイズや実験を盛り込んだ
講座や市場見学を組み合せた「おやこ食育講座」を
１回（23人参加）開催しました。
　その他に水産物の消費拡大に向けた農林水産省の
取組である「さかなの日」をPRするため、新たに
６・８・１１・３月に計４回イベントを実施し、レ
シピ紹介や鮮魚の展示や解体実演などの企画を実施
しました。

　小学生とその保護者を対象に、卸売市場の役割等について
関心と理解を深めてもらうため、次の事業を実施しました。
①おやこ花育教室：フラワーアレンジメントと市場見学、花
の模擬セリ体験を組み合わせた事業を４回（述べ173人参
加）開催しました。
②おやこ食育講座：青果に関するクイズや糖度を測定する実
験、市場見学を組み合せた事業を１回（19人参加）開催し
ました。
　その他に水産物の消費拡大に向けた農林水産省の取組であ
る「さかなの日」をPRするため、レシピ紹介や鮮魚の展
示、解体実演などを企画し、2回実施しました。
　さらに、令和６年度から水産仲卸協同組合が（公財）川崎
市幼稚園協会加盟園で希望する幼稚園・認定こども園に出向
いて「出張食育」を３園実施し、その運営に当課及び健康福
祉局　中央卸売市場食品衛生検査所が協力しました。

　子どもの創作意欲がわき（花育）、実験を通し
て子どもが楽しめる（食育）ような教室に、市場
見学や各種体験を加えることにより、子どもたち
だけではなく、保護者にも市場に関する興味を高
めることができました。
　水産物部の出張食育については、食用の魚類を
切り身の状態でしか見たことがない子どもも多く
「触る体験」はとても好評で、また、衛生検査所
の寄生虫の巨大な巻物と解体ショーで胃袋の内容
物を見せることで食物連鎖の理解が深まり、幼稚
園から実演展示の教育的な効果について高い評価
を得られました。

　こどもたちが卸売市場をより身近に感じてもら
うため、卸売市場の役割などを学習する機会を企
画・提供することにより、こどもやその保護者に
卸売市場に対する関心と理解を深めることを目指
します。
　水産物部の出張食育については、令和７年度は
４園を予定していますが、給食設備がない園のた
め、試食が難しく実施方法を検討する必要があり
ます。

3
経済労
働局

中央卸
売市場
北部市
場
業務課

☆ 327
夏休みものづくり
体験教室

■目的・目標：夏休みを利用して子どもたちに自らものづくりの楽し
さを実感してもらうための場を提供します。

■事業概要：川崎市の技能職者の拠点である川崎市生活文化会館（て
くのかわさき）において、子どもたちがものづくりの楽しさを体験
し、手作り製品の素晴らしさや自ら手を動かしてものを形作る重要性
を学びます。

　令和５年度は子どもたちがものづくりの楽しさを
体験できる「ものづくり体験教室」を８月に４回、
１０月に３回開催しました。

　令和６年度は子どもたちがものづくりの楽しさを体験でき
る「夏休みものづくり体験教室」を計10回開催しました。

約300人の親子にものづくりを体験していただく
など、多くの方にものづくりの面白さや重要性を
伝えるとともに、技術・技能に関心を持ってもら
うことにつながりました。
参加した子どもたちからは「普段できないことが
できて楽しかった」「難しかったけど上手にでき
てよかった」といった声を頂きました。

　より多くの子どもたちに参加いただけるよう、
さらに内容を充実させての開催を検討していきま
す。

3
経済労
働局

労働雇
用部

☆ 328
生田緑地の発生材
を使ったワーク
ショップ

■目的・目標：生田緑地の自然を身近に感じてもらうことにより、生
田緑地の自然環境を保全し、次世代につなぐ意識を醸成します。
■事業概要：生田緑地の維持管理作業で発生する竹を使い、竹風鈴等
を作成するワークショップを実施します。また、生田緑地の竹林や放
置竹林の問題等の解説も行います。

　主に小学生程度の子どもを対象とした次の講座・
ワークショップを実施しました。
近隣大学の学生との協働により、生田緑地内で除伐
された竹やササを使ってペン立てづくりのワーク
ショップを実施しました。
　市立高校の生徒との協働により、生田緑地内に生
息する、人間の都合により駆除されてしまう外来生
物等に関する講座とこれらの植物等をアート作品に
生まれ変わらせるワークショップを実施しました。

　生田緑地の発生材を活用したワークショップやアクティビ
ティをテーマとした「青空フェスタ」を６月に開催し、子ど
もや親子を対象に、生田緑地で除伐した竹を使った水鉄砲大
会や剪定枝を使った椅子づくり、モルック体験等を行いまし
た。また、９月に開催した「お月見フェスタ」では、近隣大
学の学生との協働により、生田緑地の発生材を活用した子ど
も向けのアクティビティを考案し、木で作ったパズルのピー
スを見つけるラリー等を行いました。

　単に楽しむだけではなく、生田緑地の発生材を
活用し、生田緑地の自然に関する解説も同時に行
うことにより生田緑地の貴重な自然を守り育てる
意識の醸成にもつながるものとなりました。ま
た、ワークショップを開催する側の学生たちも実
際に緑地内のササ刈り等のボランティア作業を
行ったり、レクチャーを受ける等して、生田緑地
の自然に関する知識を深めました。
　参加者からは、“学校でSDGsを習っている実
践として取り組めてよかった”“使用する自然素
材にまつわる話が聞けて生田緑地を再発見した”
などの意見が寄せられました。

　ワークショップの実施等により実際に自然に触
れて楽しみながら、生田緑地の自然に興味を持
ち、生田緑地の自然環境を保全し、次世代につな
ぐ意識の醸成につなげていく必要があります。

3
建設緑
政局

生田緑
地整備
事務所

☆ 329
「生き物を持ち出
さない」ルール啓
発

■目的・目標：生田緑地の自然環境を保全し、次世代につなぐ意識を
醸成します。
■事業概要：主として夏季に、虫取りをしている親子に対して、さま
ざまなツールにより生田緑地の「生き物を持ち出さない」というルー
ルの周知を目的とした啓発活動を行います。

　動植物を持ち出さない・持ち込まないのルールの
啓発のため、オリジナルキャラクターを作成し、広
報に活用しました。

　動植物を持ち出さない・持ち込まないのルールの啓発のた
め、オリジナルキャラクターを作成し、広報に活用しまし
た。

　動植物を持ち出さない・持ち込まないのルール
の啓発のため、オリジナルキャラクターを作成
し、向ケ丘遊園駅構内掲示や各種広報媒体への使
用や塗り絵体験、イベントでのフォトスポットの
設置等を行いました。

　生田緑地の自然環境を保全し、次世代につない
でいくため、生田緑地の自然環境を守るための
ルールについて、啓発を継続していく必要があり
ます。

3
建設緑
政局

生田緑
地整備
事務所

☆ 330 どろんこ教室

■目的・目標：生田緑地の自然を守る将来の担い手となる子どもたち
に、生田緑地の自然を身近に感じることができる場を提供します。
■事業概要：市民活動団体との協働により、田植え、草取り作業、野
菜の収穫体験、ホタルの餌となるカワニナの放流等の里山体験を行い
ます。

　市民活動団体との協働により、タケノコ除伐、田
植え、草取り作業、野菜の植え付け・収穫等の里山
体験を行いました。

　市民活動団体との協働により、タケノコ除伐、田植え、草
取り作業、野菜の植え付け・収穫等の里山体験を行いまし
た。（開催回数９回　参加者：延べ463名）

　生田緑地の自然を守る将来の担い手となる子ど
もたちに、楽しみながら生田緑地の自然を身近に
感じることができる場を提供しました。
　参加者からは、“地域の自然を体感できて嬉し
い”“田植え・稲刈り・脱穀はとても貴重な体
験”などの意見が寄せられました。

　今後も里山体験等を通じて、子どもたちの生田
緑地の自然を守り育てる意識を醸成していく必要
があります。

3
建設緑
政局

生田緑
地整備
事務所

施策の方向Ⅳ
子どもの参加

　さまざまな
場において子
どもの意見を
聴き、こど
もヶ自主的・
自発的に、ど
こでも、何に
対しても参加
できるよう支
援します。

（17）子どもの参加の
促進

　子どもが市政等につ
いて意見を表明する機
会や、育ち・学ぶ施設
や地域での活動に参加
する機会等、子どもの
参加を支援します。

　地域において、
文化、スポーツな
ど、さまざまな社
会体験ができるよ
うに、各種子ども
教室や施設見学、
市内をフィールド
にしたワーク
ショップ等の子ど
も向け事業を実施
し、子どもが活動
に参加することを
支援します。

㊱ ２９条



第７次川崎市子どもの権利に関する行動計画　令和６年度進捗状況報告書
施策の方向Ⅳ　子どもの参加（条例第４章）

令和６年度の達成度（１～５の５段階評価で入力）
１：目標を大きく上回って達成　２：目標を上回って達成　３：ほぼ目標どおり　４：目標を下回った　５：目標を大きく下回った

施策の方向 推進施策
該当
する
条文

重点
的

取組
№ 再掲 事業名 事業概要等 令和5年度実施状況 令和６年度実施状況 令和６年度の成果 令和６年度の課題

令和６年
の達成度

所管局 所管課計画期間の取組内容

☆ 331
青少年フェスティ
バル

■目的・目標：青少年自身が企画から運営まで主体的に関わるイベン
トの実施を通じて、青少年の社会参加を促進するとともに、青少年が
社会参加を通じた達成感や自己有用感を得られるような機会をつく
り、次代の担い手を育成します。

■事業概要：公募または青少年団体から募った16歳から25歳くらい
までの青少年が中心となり、約7か月かけて、例年３月に開催する子
ども向けのふれあい体験イベントの企画から当日の運営までを行いま
す。

　青少年フェスティバル実行委員は、15歳から20
歳までの若者18名から応募がありました。実行委
員会を12回開催し、その他青少年団体の指導者を
交えた会議や9日間の直前作業を行い、イベントの
企画・準備を行いました。
　前日・当日の運営を支える公募の青少年ボラン
ティアには20名の応募があり、青少年団体から
も、青少年54名、大人88名の運営協力がありまし
た。
　多くの協力をいただきながら、青少年が企画から
運営まで中心となって活動することで、青少年の社
会参加を促進するとともに、青少年が社会参加を通
じた達成感や自己有用感を得られるような機会をつ
くることができました。

　青少年フェスティバル実行委員は、16歳から25歳までの
若者25名から応募がありました。実行委員会を11回開催
し、その他青少年団体の指導者を交えた会議や10日間の直
前作業を行い、イベントの企画・準備を行いました。
　前日・当日の運営を支える公募の青少年ボランティアには
20名の応募があり、青少年団体からも、青少年９８名、大
人９７名の運営協力がありました。
　多くの協力をいただきながら、青少年が企画から運営まで
中心となって活動することで、青少年の社会参加を促進する
とともに、青少年が社会参加を通じた達成感や自己有用感を
得られるような機会をつくることができました。

　令和６年度は、実行委員やボランティアの公募
に多くの応募があり、活動の場を求める青少年に
社会参加の機会を提供することができました。ま
た、企画運営活動を通して、青少年たちが社会参
加を通じた達成感や自己有用感を得る機会を提供
し、次代の担い手育成の一助とすることができま
した。

　実行委員募集のために積極的な広報を展開する
とともに、社会状況等を見据えながら、イベント
の実施方法やその内容等を模索し、引き続き青少
年が達成感や自己有用感を得られるような事業に
していく必要があります。

3
こども
未来局

青少年
支援室

☆ 332

緑のボランティア
センター事業（子
どもに関わる事
業）

■目的・目標：子どもたちに緑や自然を体験できる機会を通して、次
世代の緑のパートナーの核となる人材を育成します。

■事業概要：親子で楽しむ自然体験教室（こども黄緑クラブ）を開催
します。自然の中で思いっきり体を動かし、豊かなふるさと川崎を体
感します（春の草花遊び、セミの羽化観察会など）。小学生から大学
生までを対象とした、「夏休み福祉・チャレンジボランティア体験学
習」を開催します。公園の手入れと花がら摘みなどのボランティア活
動を体験します。

　令和５年度のこども黄緑クラブは、自然体験イベ
ントとして「セミのぬけがら調査＆標本計画」「生
き物観察会」、「しいたけ原木伐り出し」等のコー
スを計12回開催（内3回雨天中止）し、親子で計
156名の参加がありました。
　自然体験イベントを通し、自然の中で体を動か
し、豊かなふるさと川崎を体感する機会を提供しま
した。

　令和6年度のこども黄緑クラブは、自然体験イベントとし
て「セミのぬけがら調査＆標本づくり」「水辺の生き物」
や、大人向けの「緑地散策とバードウォッチング」等のコー
スを計10回開催し、延べ181名の参加がありました。自然
体験イベントを通し、自然の中で体を動かし、豊かなふるさ
と川崎を体感する機会を提供しました。

　保護者を含め181人参加してもらえました。
（前年度比4.6％）季節に合わせたメニューとす
るとともに、大人向けのコースなども設定しまし
た。緑化推進・普及啓発事業等を広報する媒体と
してチラシやパンフレット等の発行からフェイス
ブックやホームページの活用まで幅広い広報活動
を展開し周知しました。

　子どもたちに緑や自然を体験できる機会を提供
するという当初の目標を果たせるよう、子どもた
ちに興味を持って参加してもらえるような内容を
検討し、効果的な広報を引き続き行います。

3
建設緑
政局

グリー
ンコ
ミュニ
ティ推
進室

☆ 333

竹あんどんづくり
（地元の竹を使っ
て竹あんどんをつ
くろう！）

■目的・目標：里山の体験・利活用イベントを通じて、持続的な里地
里山の保全、再生、活用を推進します。

■事業概要：麻生区黒川地域の緑地の竹を活用し、地元小・中学生と
ともに、竹行燈づくりを実施します。黒川地域の緑地保全管理で伐採
した竹材の活用（地場材の活用）、竹行燈づくりによる地元の子ども
との交流（地域交流）、及び竹行燈を使った地域の魅力づくり（竹行
燈を使った地域の魅力づくり）を実施します。

　同時期に同様のイベントを別途団体が企画してお
り、団体の負担が大きくなることから、団体の意向
により実施しませんでした。

 黒川地域連携協議会の協力事業のひとつとして実施してき
ましたが、同時期の同様の企画との重複などにより、地域の
子どもとの行燈作りの実施を取りやめたことから、令和６年
度から廃止となりました。

建設緑
政局

グリー
ンコ
ミュニ
ティ推
進室

☆ 334
多摩川水辺の楽校
シンポジウム

■目的・目標：川崎市新多摩川プラン等に基づき、「憩い」、「遊
び」、「学ぶ」多摩川のフィールドにおいて、水辺の楽校を中心とし
た学習や環境活動を通じて得られた自然的・文化的資源を子どもの目
線から情報発信し、新たな資源の発掘と再認識の場とします。さら
に、多摩川流域における水辺の楽校のネットワークを強化します。

■事業概要：市内３校の水辺の楽校が実施している環境学習やイベン
トを通して多摩川の魅力や学んだことを子どもが中心となって発表し
ます。

　1年間の活動のまとめである「多摩川水辺の楽校
シンポジウムかわさき」は、2月18日に川崎市総合
自治会館にて会場開催しました。多摩川に関する講
演や、多摩川での体験活動の報告を写真や絵を見せ
ながら発表したり、多摩川の自然を体感できるワー
クショップを実施しました。２００名の参加者が多
様な多摩川の魅力を認識する機会を設けることがで
きました。

　市内３校水辺の楽校等と協力し、2月に開催しました。多
摩川に関する講演や、多摩川での体験活動の報告を写真を見
せながら発表したり、多摩川の自然を体感できるワーク
ショップを実施しました。

　約150名の小学生と保護者が参加し、多摩川で
の活動や多様な多摩川の魅力を認識してもらうこ
とができました。子ども対象の参加者アンケート
では約9割がイベントに参加して、多摩川のこと
に参加前と比較して興味をもったとの回答が得ら
れました。

　引続き子どもたちに多摩川での活動や魅力を
知ってもらうため、市内水辺の楽校と連携し、魅
力的また効果的ななイベント内容を検討し実施し
ます。

3
建設緑
政局

みど
り・多
摩川協
働推進
課

☆ 335 水たまキッズ

■目的・目標：川崎市新多摩川プランの遊び・学ぶ場の新たな創出に
向けて、多摩川に触れる機会や体験イベントの場を通じて、多摩川の
自然環境の豊かさや保全の重要性の理解へとつなげ、継続的に事業に
取り組むことを目的とします。

■事業概要：小学校５年生の８名を「水たまキッズ」と認定し、多摩
川における体験活動の４回に加えて、体験活動で得られた多摩川の知
識に基づいてまとめと発表を行う４回の活動を行うことにより、多摩
川への興味・関心を深めます。

　小学校５年生の８名を「水たまキッズ」と認定
し、福生市での上流体験、中原区での安全教室やガ
サガサ、川崎区でのハゼ釣り教室や干潟観察会等年
８回の活動を行い、得られた多摩川の知識に基づい
てまとめと発表の活動を行うことにより、子どもた
ちの多摩川への興味・関心を深めました。

　市内小学４・５年生の10名を「水たまキッズ」として認
定し、八王子市での上流体験、中原区での安全教室やガサガ
サ、川崎区でのハゼ釣り教室や干潟観察会、活動発表等年８
回の活動を行いました。

　対象を拡大し（５年生だけでなく４年生も対象
とする）、「水たまキッズ」定員を10名（２名
増）にすることで、体験の機会を増やしました。
上流体験の場を変えたことで、新たに流域内の八
王子・日野市の子どもたちとの交流の機会を得る
ことができました。年間の活動を通して得られた
多摩川の知識に基づいてまとめと発表の活動を行
うことにより、子どもたちの多摩川への興味・関
心を深めました。上流体験では「いつもの生き物
と違っておもしろかった」という子どもの感想が
ありました。

　引続き子どもたちが水辺の楽校など地域での活
動に参加し、多摩川への興味・関心を持ってもら
うため、効果的な活動内容を検討します。

3
建設緑
政局

みど
り・多
摩川事
業推進
課

☆ 336 みんなが消防士

■目的・目標：子どもたちに「防火の大切さ」を学んでもらい、子ど
もによる不適切な火の取扱い等が原因となる火災の発生を防止すると
ともに、消防の仕事への理解を深め、将来、郷土愛を持った地域にお
ける火災予防リーダーとして活躍できるような子どもたちを多く育て
ることを目的としています。

■事業概要：小学３年生を対象に、小学校に消防職員が出向き、１時
限程度の授業を実施します。

　市内小学校に依頼し、１３，４２１人の生徒が参
加し、火災の発生状況、車両及び資器材の紹介及び
消防団の活動内容等を伝え、地域一体となった火災
予防体制の重要性を学びました。

　市内小学校に依頼し、１２，２０１人の生徒が参加し、火
災の発生状況、車両及び資器材の紹介及び消防団の活動内容
等を伝え、地域一体となった火災予防体制の重要性を学びま
した。

　みんなが消防士事業をとおして、不適切な火の
取扱い等が火災の原因になり、火災を予防する
「防火の大切さ」を学びました。
　地域の消防団員から防火指導を受けるなどの機
会を設け、将来の火災予防リーダーとして活躍で
きるよう実施した

　引き続き、子どもたちに「防火の大切さ」を学
んでもらうために、関係機関等との継続した連携
が必要です。

3 消防局
総務部
庶務課

☆ 337 少年消防クラブ

■目的・目標：子どもの火遊び防止と、将来、規律正しい立派な社会
人として家庭及び地域において良き防災の推進者として活動すること
を目的としています。

■事業概要：市内８地区の少年消防クラブが、年間活動を通じて、防
火及び火の取扱い等を学びます。

　１９８人（男子１１６人・女子８２人）の少年消
防クラブ員が、消火器の取り扱い及び放水体験や礼
式等を学びました。

　183人の少年消防クラブ員が、消火器の取り扱い及び放
水体験や礼式等を体験したほか、消防艇の乗船や消防指令セ
ンターなどの消防関連施設の役割などについて学びました。

　少年消防クラブ活動をとおして、消火器の取り
扱い及び放水体験や礼式等を体験したほか、消防
艇の乗船や消防指令センターなどの消防関連施設
の役割などの学びを通じて地域防災活動を学びま
した。

　引き続き、効果的な募集広報やクラブ活動を行
い、少年消防クラブ活動に対する理解とを深める
取組が必要です。 3 消防局

総務部
庶務課

☆ 338
大学との連携によ
る体験学習

■目的・目標：区内及び隣接する大学等の資源を活かし、親と子が楽
しんで過ごす機会を提供し、子どもの健全な発達・発育を促進しま
す。

■事業概要：「麻生区・大学　公学協働ネットワーク」（仮）を活用
した大学との連携を通して、小中学生を対象に体験学習等を行いま
す。

　昭和音楽大学との連携では学生の企画によるコン
サートとリトミック、和光大学との連携では地域資
源を活用した体験学習、映画大学との連携では大学
生と参加者が協力して映画づくりを行う体験学習、
玉川大学との連携では大学施設を利用した親子体験
学習を実施しました。

　昭和音楽大学との連携では学生の企画によるコンサートと
リトミック、和光大学との連携では地域資源を活用した体験
学習、映画大学との連携では大学生と参加者が協力して映画
づくりを行う体験学習、玉川大学との連携では大学施設を利
用した親子体験学習を実施しました。

　事業を通し、地域資源について学び、活動に参
加する機会を提供することができました。R6年度
からは、生涯学習支援課岡上地区担当が、地区内
にある和光大学とのこれまでの繋がりを活かして
事業を担当しました。事業に参加した学生は積極
的に生き生きと参加者と触れ合い、事業推進に貢
献していました。

　今後も地域課題の抽出を行い、それに合った連
携事業を検討した上で、大学の専門性を活かした
事業の実施を検討します。

3
麻生区
役所

地域ケ
ア推進
課・生
涯学習
支援課

☆ 339
川崎市小学生下水
道作品コンクール

■目的・目標：日常生活に欠くことのできない下水道についての関心
と理解を高めてもらうためコンクールを実施します。

■事業概要：大切な市民財産である下水道について、次世代を担う小
学生が関心と理解を高めることを目的・目標として作品を募集しま
す。小学生を対象として絵画・ポスター、標語等の部門で募集を行
い、低学年・中学年・高学年の部門からそれぞれ特選1点・準特選２
点・入賞を５点選出し、表彰します。

　５月下旬から７月上旬にかけて作品を募集したと
ころ、１，７８６点（応募学校数：小学校９９校）
の応募があり、８月の審査会において入賞作品４９
点を選出しました。各部門において入賞した小学生
を対象に表彰状や入賞作品集、記念品を贈呈し応募
者全員に参加主の記念品を贈呈しました。

　今年度は1,635点（応募学校数：小学校95校）の応募が
あり、８月の審査会において入賞作品48点を選出しまし
た。各部門において入賞した小学生を対象に、表彰状や入賞
作品集、記念品を贈呈しています。

　小学生に対し下水道をテーマにした絵画・ポス
ター、標語の作品募集を行うことで、下水道への
関心・理解を促すことができました。

　例年、５月後半から７月前半を募集期間として
いますが、小学校の夏休みと作品の審査期間が重
なることをふまえ、来年度は、募集開始時期を例
年より前倒し、余裕をもって審査ができるように
調整する必要があります。

3
上下水
道局

サービ
ス推進
課

☆ 340
水道週間川崎市小
学生作品コンクー
ル

■目的・目標：水は「限りあるもの」ということを、作品の応募を通
じて次世代を担う小学生に考えてもらうためコンクールを実施しま
す。

■事業概要：水は「限りあるもの」ということを、作品の応募を通じ
て次世代を担う小学生に考えてもらうため、作品コンクールを毎年実
施します。小学生を対象として絵画・ポスター、標語等の部門で募集
を行い、低学年・中学年・高学年の部門からそれぞれ特選1点・準特
選２点・入賞を５点選出し、表彰します。

　９月に作品を募集したところ、
１，５３３点（応募学校数：小学校９５校）
の応募があり、１０月の審査会において入賞作品４
８点を選出しました。各部門において入賞した小学
生を対象に表彰状や入賞作品集、記念品を贈呈し応
募者全員に参加証の記念品を贈呈しました。

　今年度は1,438点（応募学校数：小学校87校）の応募が
あり、１０月の審査会において入賞作品48点を選出しまし
た。各部門において入賞した小学生を対象に、表彰状や入賞
作品集、記念品を贈呈しています。

　小学生に対し水道をテーマにした絵画・ポス
ター、標語の作品募集を行うことで、水道への関
心・理解を促すことができました。

　入賞作品をより広く周知できるよう、作品の展
示場所、展示方法等についてさらに検討を進める
必要があります。

3
上下水
道局

サービ
ス推進
課

施策の方向Ⅳ
子どもの参加

　さまざまな
場において子
どもの意見を
聴き、こど
もヶ自主的・
自発的に、ど
こでも、何に
対しても参加
できるよう支
援します。

（17）子どもの参加の
促進

　子どもが市政等につ
いて意見を表明する機
会や、育ち・学ぶ施設
や地域での活動に参加
する機会等、子どもの
参加を支援します。

　地域において、
文化、スポーツな
ど、さまざまな社
会体験ができるよ
うに、各種子ども
教室や施設見学、
市内をフィールド
にしたワーク
ショップ等の子ど
も向け事業を実施
し、子どもが活動
に参加することを
支援します。

㊱ ２９条



第７次川崎市子どもの権利に関する行動計画　令和６年度進捗状況報告書
施策の方向Ⅳ　子どもの参加（条例第４章）

令和６年度の達成度（１～５の５段階評価で入力）
１：目標を大きく上回って達成　２：目標を上回って達成　３：ほぼ目標どおり　４：目標を下回った　５：目標を大きく下回った

施策の方向 推進施策
該当
する
条文

重点
的

取組
№ 再掲 事業名 事業概要等 令和5年度実施状況 令和６年度実施状況 令和６年度の成果 令和６年度の課題

令和６年
の達成度

所管局 所管課計画期間の取組内容

☆ 341 市議会広報事業

■目的・目標：市民に開かれた議会を目指し、子ども・若者の議会に
対する関心や理解を深めることにより、多様な人材の参画につなげる
ことを目標とします。

■事業概要：小学４～６年生を対象に夏休みに議場を見学し、正副議
長に質問できるイベント、高校生を対象に議会や身近な課題等につい
て議員と一緒に考えるイベントを実施します。

　夏休み期間に「夏休みこども議場見学会」を開催
し、親子26組の参加があり、整備中の新議場や新
庁舎の見学や、正副議長への質問タイムなどを行い
ました。また12月に「高校生と川崎市議会議員の
意見交換会」を開催し、小グループに分けた高校生
32人と議員の間で日頃から感じる身近な疑問やま
ちづくりへの想いなどについて、参加生徒にそれぞ
れ議員２人が入るテーブルを用意し、意見交換を行
いました。

　夏休み期間に「夏休みこども議場見学会」を開催し、親子
22組の参加があり、議会フロアの見学や、正副議長への質
問タイムなどを行いました。また12月に「高校生と川崎市
議会議員の意見交換会」を開催し、小グループに分けた高校
生37人と議員の間で日頃から感じる身近な疑問やまちづく
りへの想いなどについて、参加生徒にそれぞれ議員２人が入
るテーブルを用意し、意見交換を行いました。

　各イベントを通じて、市議会や市政についての
理解を深める機会を提供することができました。
参加者からは「実際の議場で貴重な体験ができ
た」「市議会のことがよくわかり勉強になった」
「議長、副議長に質問できたのが何よりもよかっ
た」などの感想をいただき、開催目的を達成する
とともに、より市議会を身近に感じていただける
機会を提供することができました。

　今後も、興味関心を持ち、参加してみたいと感
じていただけるよう開催内容について検討する必
要があります。

3 議会局
広報・
報道担
当

☆ 追加①
市議会デジタル副
読本

■目的・目標：子どもたちに自分の住むまちの市議会の仕組みや活動
内容について詳しく、楽しく知ってもらい、まちづくりに参画する
きっかけとすることを目的としています。

■事業概要：中学３年生を推奨学年とするデジタル副読本を制作し、
副読本ポータルサイト及び市議会ホームページで公開します。

　副読本ポータルサイト及び市議会ホームページで市議会デ
ジタル副読本を掲載し、市議会のしくみを分かりやすく説明
しました。

　市議会デジタル副読本で市議会に関する情報提
供を行うことにより、子どもたちに議会活動を分
かりやすく伝えることができました。

　関係法令等の変更により、掲載内容に変更の必
要性が生じた際に速やかに対応できるよう定期的
に内容を点検する必要があります。

3 議会局
広報・
報道担
当

☆ 342
川崎ワカモノ未来
ＰＲＯＪＥＣＴ

■目的・目標：若者の社会・地域参加のきっかけを作ることで、地域
への関心の高まりや愛着・誇りの醸成へとつなげます。

■事業概要：川崎市をフィールドに、自分の身の回りや地域、社会の
未来づくりにチャレンジしたい高校生を対象としたプロジェクト。コ
ンセプトを、「高校生が主役になれる街」として、川崎市の高校生、
川崎市に関心がある高校生やまちづくりに興味がある高校生が集まっ
て、「川崎市」を高校生ならではの視点でプロジェクトを考え、実施
し成果発表会までを延べ３か月間で実施します。

　川崎市在住、在学等の高校生が、地域課題を解決
するアイデアを出す参加型イベント「川崎ワカモノ
未来ＰＲＯＪＥＣＴ」を実施し、２３人が参加しま
した。

　川崎市在住、在学等の高校生が、地域課題を解決するアイ
デアを出す参加型イベント「川崎ワカモノ未来ＰＲＯＪＥＣ
Ｔ」を実施し、約30人が参加しました。

　若者が同プロジェクトを通じて、自己実現しな
がら地域に参加する機会を提供することができま
した。
　プロジェクトに参加することで、自身について
考える良い機会になった、将来への1歩を踏み出
せたとの感想をいただきました。

　今後はより、地域の大学生や担い手等、多様な
主体と連携しながら持続可能な地域となるようプ
ロジェクトを進めていきます。
　参加者の活動をさらに充実したものにするため
に、日程やプログラムの見直しを進めていきま
す。

3
市民文
化局

協働・
連携推
進課

☆ 343 統計キッズページ

■目的・目標：子どもが統計について関心と理解を深めるために分か
りやすく説明します。

■事業概要：統計の普及啓発を目的とし、子どもが統計の意義や必要
性について理解を深めることを支援します。

　昨年度に引き続き、川崎市統計書、川崎市統計
データブック及び大都市比較統計年表を基に作成し
た主要統計のグラフについて最新の情報に更新し、
子どもにとって分かりやすい内容を掲載しました。

　令和5年度に引き続き、川崎市統計書、川崎市統計データ
ブック及び大都市比較統計年表を基に作成した主要統計のグ
ラフについて最新の情報に更新し、子どもにとって分かりや
すい内容を掲載しました。

　新たに公表した報告書等を基に情報を更新し、
子ども達に最新の情報を提供することができまし
た。

　川崎市の統計データに関して子ども達に興味を
持ってもらえるよう、グラフを分かりやすく作成
したり、専門的な統計用語を平易な言葉に置き換
えるなど、引き続き工夫を行っていくことを課題
としています。

3
総務企
画局

統計情
報課

☆ 344
自治基本条例キッ
ズページ

■目的・目標：自治基本条例の理念等の広報・普及啓発を行います。

■事業概要：川崎市自治基本条例について子どもが分かりやすく学べ
るように子ども向けのホームページの運営を行います。

　ホームページを通じ情報提供を行いました。 ホームページを通じ情報提供を行いました。
ホームページを通じ、こどもたちに自治基本条例
について周知を行うことができました。

　川崎市自治基本条例について子どもが分かりや
すく学べるように、ホームページで子ども向け
ページを作成し、情報提供を行っています。
　今後は、より理解・関心が得られるよう、情報
提供の手法等にさらなる工夫が求められます。

3
市民文
化局

協働・
連携推
進課

☆ 345
かわさきしこども
ページ

■目的・目標：子どもの権利条例や市内の子ども向けイベントについ
て川崎市ホームページ上に掲載し、子どもの安心・安全な生活や社会
参加を支援するために事業を実施します。

■事業概要：子どもにわかりやすい表現で、条例についてやイベン
ト、相談窓口の情報などを川崎市ホームページ上で発信することで、
子どもがより安心で豊かに生活し、社会に参加するきっかけとなるよ
う支援します。

　夏、秋・冬、春の３回に分けて、子どもが参加で
きるイベント情報を、庁内各部署からの依頼により
掲載しました。
　各施設や相談機関等の紹介については、リンクの
追加修正などを随時行いました。
　令和５年3月18日からは、ホームページリニュー
アルに伴い、子どもの意見を取り入れた新しいペー
ジを作成しました。

　こどもページのイベントページについて、市ホームページ
のイベント情報のうち、子どもが参加できるイベント情報を
連携し、掲載する改修を行いました。
　各施設や相談機関等の紹介ページについて、項目の追加や
情報の更新等を随時行いました。
　相談機関等について、外部リンク先のページがＧＩＧＡ端
末からの閲覧が可能となったことにより、利便性の向上に繋
がりました。

　イベントページを市ホームページと連携させた
ことにより、情報の即時性が向上した他、様々な
イベント情報をより多く掲載できるようになりま
した。
　相談機関等の紹介ページについて、他ページに
比べ、多くのアクセス数があり、ページの活用が
広がっています。

　こどもページをより活用してもらうため、情報
の更新や修正を随時行い、子どもが安心して利用
できるように努めます。

3
こども
未来局

青少年
支援室

☆ 346
こども文化セン
ターだより等

■目的・目標：子どもたちの意見や子どもたちが企画した行事を広報
することで、子どもたちの事業への参画を促進します。

■事業概要：子ども運営会議等での意見表明や子どもたちが企画した
行事を、こども文化センターだより、ホームページ等により広報し、
子どもの事業への参画を促進します。

　幼児と保護者が気軽に利用できる遊び場として、
また、子育て親子の交流の場として、こども文化セ
ンターを提供し、地域における子育て支援を行うと
ともに、子育て相談等において子どもの権利につい
て啓発を行いました。

　子ども運営会議や意見箱等での意見を基に子どもたちが企
画した行事を、こども文化センターだより、ホームページ等
により広報し、子どもの事業への参画を促進しました。

　子ども運営会議や意見箱等での意見を基に子ど
もたちが企画した行事を、こども文化センターだ
より、ホームページ等により広報することで、多
くの子どもが事業に参画するする機会を創出する
ことができた。

　子どもが事業に参画する機会を創出するため
に、こども文化センターたより等の様々な媒体を
活用した広報を継続していく必要があります。

3
こども
未来局

青少年
支援室

☆ 347 港のこどもぺーじ

■目的・目標：子どもに対して港に関する知識と理解を深めてもらい
ます。

■事業概要：本市ホームページの港湾局に関する「こどもページ」に
おいて、子どもに分かりやすい表現で、港の役割、仕事、施設、遊び
場や出入りする船舶等について紹介するコンテンツを作成し公開しま
す。

　港湾局の情報をわかりやすく提供する子ども向け
のページについて、コンテンツのアクセシビリティ
改善の対応（alt属性の修正）、ホームページリ
ニューアルにおける適切な移行、およびリニューア
ル後のページ修正対応等を実施し、適切に運営管理
しました。

　港湾局の情報をわかりやすく提供する子ども向けのページ
について、コンテナターミナルの仕事を紹介する新たなコン
テンツを作成し、既存ページについてはCMSふりがな機能
によるふりがなの見直しを行い、ふり間違いの修正対応等を
実施し、適切に運営管理しました。

　川崎港は京浜工業地帯の中核をなす工業港であ
り、普段の生活の中ではあまり見ることのない特
殊な機械や船舶が稼働しています。本ページで、
川崎港の施設や船舶、機械などの解説をすること
で、わかりやすく港の仕組みを知ってもらう機会
を提供しました。
　また、川崎港のコミュニティ施設である川崎マ
リエンには、毎年、社会見学などで多くの小学生
をはじめとした子どもたちが来所しており、実際
に見た川崎港の施設や船舶の役割等を補足するた
めのツールとしても本ページを利用してもらうこ
とができました。

　一般的に馴染みのない機械や施設が多いことか
ら、誰にとってもわかりやすいウェブページにな
るよう適宜更新していきます。
　また、ページの充実化に向け、新しいコンテン
ツの追加等、今後も継続的に検討していく必要が
あると考えます。

3 港湾局 庶務課

☆ 348
さいわいこども
ページ

■目的・目標：子どもたちが幸区に興味を持ち、より豊かに生活でき
るよう区の魅力等を紹介した子ども向けのホームページの運営を行い
ます。

■事業概要：子どもにわかりやすい表現で、区の魅力や概要、歴史な
どを掲載しています。

　より分かりやすいホームページとなるよう、掲載
内容の見直しの検討を行いました。

　より正確かつ分かりやすいホームページとなるよう、掲載
内容の見直しの検討を行いました。

　ホームページの内容について、最新の数値への
更新や写真を追加するなど伝わりやすいレイアウ
トを工夫することで、区の正確な情報と魅力を発
信をすることができました。

　分かりやすいこどもページを目指すため、「内
容の充実化」及び「見やすさ」について、引き続
き改善をしていく必要があります。

3
幸区役
所

企画課

☆ 349
たかつくこども
ページ

■目的・目標：子どもが自ら必要な情報を収集できる環境を整えま
す。

■事業概要：子どもが自ら必要な情報が収集できるよう、区のホーム
ページの児童向けページ（こどもページ）に区の概要等を優しい文章
で紹介し、ふりがなを付けて掲載します。

　高津区の情報をわかりやすく提供する子ども向け
のページを適切に運営管理しました。

　高津区の情報をわかりやすく提供する子ども向けのページ
を引き続き掲載しました。

　高津区の情報をわかりやすく提供しました。

　区のホームページの児童向けページ（こども
ページ）に区の概要等を引き続き掲載している
が、新CMSに移行したことにより、フリガナや読
み上げ機能がより使いやすくなったことから、子
どもによる通常のホームページへのアクセスもし
やすくなっている状況であることから、どのよう
に切り分けて運用するかなどが課題です。

3
高津区
役所

企画課

☆ 350
たまくこどもペー
ジ

■目的・目標：子ども向けに多摩区の施設や区役所の仕事に関する情
報をわかりやすく提供します。

■事業概要：多摩区のホームページからアクセスし、子ども向けに多
摩区の施設や区役所の仕事に関する情報を紹介しています。漢字には
ふりがなをつけるなど、子どもにわかりやすいよう配慮してます。

　多摩区内の施設や区役所の仕事に関する情報の発
信を引き続き行いました。

　多摩区内の施設や区役所の仕事に関する情報の発信を引き
続き行いました。

　多摩区内の施設や区役所の仕事に関する情報の
発信を引き続き行いました。

　現在、川崎市ホームページには読み上げやふり
がな機能があり、かわさきしこどもページでは市
内施設等が網羅的に紹介されているため、本ペー
ジを維持する必要性は低下していると思われま
す。

3
多摩区
役所

学校・
地域連
携担当

㊱ 　地域において、
文化、スポーツな
ど、さまざまな社
会体験ができるよ
うに、各種子ども
教室や施設見学、
市内をフィールド
にしたワーク
ショップ等の子ど
も向け事業を実施
し、子どもが活動
に参加することを
支援します。

２９条

㊲ 　子どもが育ち・
学ぶ施設や地域で
の活動に自主的に
参加できるよう、
子ども向けのイベ
ント情報や子ども
にわかりやすい表
現による市政情報
及び各区の魅力な
どを市ホームペー
ジ等を通じて提供
します。

２９条

施策の方向Ⅳ
子どもの参加

　さまざまな
場において子
どもの意見を
聴き、こど
もヶ自主的・
自発的に、ど
こでも、何に
対しても参加
できるよう支
援します。

（17）子どもの参加の
促進

　子どもが市政等につ
いて意見を表明する機
会や、育ち・学ぶ施設
や地域での活動に参加
する機会等、子どもの
参加を支援します。



第７次川崎市子どもの権利に関する行動計画　令和６年度進捗状況報告書
施策の方向Ⅳ　子どもの参加（条例第４章）

令和６年度の達成度（１～５の５段階評価で入力）
１：目標を大きく上回って達成　２：目標を上回って達成　３：ほぼ目標どおり　４：目標を下回った　５：目標を大きく下回った

施策の方向 推進施策
該当
する
条文

重点
的

取組
№ 再掲 事業名 事業概要等 令和5年度実施状況 令和６年度実施状況 令和６年度の成果 令和６年度の課題

令和６年
の達成度

所管局 所管課計画期間の取組内容

☆ 351
あさおくきっず
ページ

■目的・目標：子ども自身が、区役所や区に関する情報などをホーム
ページから収集できるようにします。

■事業概要：子ども自身が必要な情報を得られるよう区役所の仕事や
麻生区に関する情報、相談機関等についての情報を、ホームページ
（あさおくきっずページ）で提供します。

必要な情報をより区民に分かりやすくお伝えする為
に、あさおくきっずぺーじを含めホームページの内
容を現在検討中です。

　市のこどもページの内容と重複しているため令和６年度か
らは廃止しました。

麻生区
役所

地域ケ
ア推進
課

☆ 352
こどものページ
（上下水道局）

■目的・目標：水道や下水道の仕組みについて、子どもにわかりやす
く伝えます。また、上下水道作品コンクールで受賞した作品の紹介を
します。

■事業概要：ウェブサイトにて、上下水道作品コンクールの入賞作品
を掲出しています。また、上下水道のはたらきとしくみを紹介してい
ます。

　令和５年度に開催した第６６回水道週間川崎市小
学生作品コンクール及び第３３回川崎市小学生下水
道作品コンクールの入賞作品９７点をウェブサイト
内にて紹介しました。

　令和6年度に開催した第６7回水道週間川崎市小学生作品
コンクール及び第３4回川崎市小学生下水道作品コンクール
の入賞作品を川崎アゼリア広報コーナーにて展示しました。
また、入賞作品96点を局ウェブサイト内にて紹介していま
す。

　水道、下水道をテーマにした作品コンクールで
入賞した絵画・ポスター、標語を川崎アゼリア広
報コーナーにて紹介することで、上下水道に対す
る関心・理解を促すことができました。

　水道作品コンクールに下水道の作品を応募した
り、下水道作品コンクールに水道の作品が応募さ
れたりすることがある。このようなミスをなくす
ため、応募要項をわかりやすく改善していく必要
があります。

3
上下水
道局

サービ
ス推進
課

☆ 353
市バスキッズペー
ジ

■目的・目標：インターネットを利用して、子どもたちに市バス事業
を理解し、関心を持ってもらうために子ども向けのページを作成しま
す。

■事業概要：市バスの種類・働く人・乗り方等について市バスキッズ
ページにて情報提供を行います。

　子どもたちに市バス事業を理解し、関心を持って
もらうため、市バスキッズページにてバスの種類や
バスの乗り方、お得な情報など、市バスに関する情
報提供を行いました。

　子どもたちに市バス事業を理解し、関心を持ってもらうた
め、市バスキッズページにてバスの種類やバスの乗り方、お
得な情報など、市バスに関する情報提供を行いました。

　市バスキッズページにて市バス事業に理解、関
心を持ってもらうとともに、バスの種類やバスの
乗り方、お得な情報など、市バスに関する情報を
周知しました。

　コンテンツの更なる充実のために、新たな内容
の追加が課題であると考えます。 3 交通局 管理課

☆ 354
川崎市立図書館こ
どものページ

■目的・目標：子どもたちにとってわかりやすく活用しやすいサイト
を提供し、子どもの読書活動を促進します。

■事業概要：川崎市立図書館のホームページ内の子ども向けのページ
で図書館の利用案内や子ども向けの図書を紹介します。調べ学習や地
域の学習に役立つパスファインダー（調べ方案内）を掲載します。ま
た、新たに導入される電子図書館について紹介します。

　新しく入った本の紹介や、ティーンズﾞ向けの
ブックガイドコーナーの更新を行いました。
　かわさき子ども権利の日を中心に、各図書館で子
どもの権利に関する企画展示を行い、関係する書籍
紹介等を実施し、ホームページで公開しました。
　かわさき電子図書館がスタートし、多くの子ども
だちに利用してもらうことが出来ました、

　図書館ホームページでは、こどものページやティーンズ
ページで新着図書を紹介し、図書館の利用案内やパスファイ
ンダー（調べ方案内）を掲載しました。
また、かわさき電子図書館では児童図書の「読み放題パッ
ク」を追加しました。
　このほか、かわさきこども権利の日にちなんだ企画として
こどもの権利に関する図書を紹介する展示を、各図書館で行
い、その様子を図書館ホームページで公開しました。

　「読み放題パック」はアクセス制限がなく予約
が必要ないため、電子図書館のこのコンテンツに
限ってはこどもが読みたい時にいつでも読める環
境が整い、こどもの読書推進につながりました。
　また、企画展示は「こどもの権利」についての
多数の図書を取り揃えて、来館者及び図書館ホー
ムページを見ている方への啓発につなげました。

　こどものページを含む川崎市立図書館ホーム
ページでは、図書館の新着図書、イベント、利用
案内等について引き続き情報を発信していきま
す。
　かわさき電子図書館についてはコンテンツの充
実を目指します。

3
教育委
員会事
務局

高津図
書館

☆ 355
市議会キッズペー
ジ

■目的・目標：市議会のしくみなどに関する情報を分かりやすく提供
し、子どもたちの市議会への理解を促進します。

■事業概要：市議会のホームページで市議会のしくみを分かりやすく
説明した「キッズページ」を運営します。

　市議会のホームページで「キッズページ」を掲載
し、市議会のしくみを分かりやすく説明しました。

　市議会のホームページで「キッズページ」を掲載し、市議
会のしくみを分かりやすく説明しました。

　「キッズページ」で市議会に関する情報提供を
行うことにより、子どもたちに議会活動を分かり
やすく伝えることができました。

　関係法令等の変更により、掲載内容に変更の必
要性が生じた際に速やかに対応できるよう定期的
に内容を点検する必要があります。

3 議会局
広報・
報道担
当

356
子どもの権利施策
推進事業

■目的・目標：子どもの意見表明及び子どもの参加があらゆる政策に
反映されるよう促進していきます。

■事業概要：庁内の取組みを取りまとめ、庁内に周知します。

　「第６次川崎市子どもの権利に関する行動計画
（令和2～4年）」の評価についてまとめ、子ども
の権利委員会からの意見を、庁内に周知しました。
　「第７次川崎市子どもの権利に関する行動計画
（令和5～７年）」について、庁内に周知し、あら
ゆる政策に反映されるよう促進しました。

　「第７次川崎市子どもの権利に関する行動計画（令和５～
７年）」について、令和５年度の実施状況や成果・課題、達
成度を各事業を担当する部署からの自己評価についてまと
め、子どもの権利委員会に報告し、庁内や市民に周知・公開
しました。

　各事業が子どもの権利の視点が取り入れられる
よう、自己評価を記入する際の事業一覧には、該
当する条文を明記し担当事業がどのような条文に
あてはまるのかがわかるようにしました。

　各事業に子どもの権利の視点がさらに根付き、
子どもの権利保障につながるために、事業担当者
に周知し続け、子どもの権利の視点が庁内の子ど
もに関わる施策に反映させる必要があります。

3
こども
未来局

青少年
支援室

357
人権尊重教育実践
集録の作成

■目的・目標：各学校が人権尊重教育の推進する際の参考資料として
活用を図ることを目的・目標としています。

■事業概要：研究推進校の実践を含めた市立学校の年間の実践活動や
人権教育に関する研究大会や行事等の内容を掲載した「人権尊重教育
実践集録」を作成し、各学校に配布します。

　「子どもの権利学習の実践報告」や「子どもの権
利の日のつどい」に関する記事を人権尊重教育実践
集録に掲載し各学校に配付しました。

　「子どもの権利学習の実践報告」や「子どもの権利の日の
つどい」に関する内容を人権尊重教育実践集録として、
GIGA端末情報共有サイトに掲載しました。

　「子どもの権利学習の実践報告」等を紹介する
ことで、権利学習の取組例や活動の周知を図るこ
とができました。

　「子どもの権利学習実践報告」について、デジ
タルコンテンツとしたため、GIGA端末の情報共
有サイトの更なる周知を教職員に伝えていく必要
があります。

3
教育委
員会事
務局

教育政
策室

358 306
川崎市子ども会議
（意見表明）（再
掲）

■目的・目標：子どもの意見表明及び子どもの参加の促進をめざしま
す。

■事業概要：川崎市子どもの権利に関する条例に基づいて、子どもの
意見表明の場として川崎市子ども会議を開催し、市政に対しての意見
表明の機会を担保するとともに、子どもと行政がパートナーとして取
り組むことができるように必要なを支援を行います。

　幅広い子どもの声を、よりしっかりと受け止める
仕組みとして、子ども・若者の”声”募集箱との連
携や、カワサキ☆Ｕ１８、定例会議など、様々な企
画を組み合わせて、一連の取り組みとして展開しま
した。
　特に新たな取り組みとして、行政や地域団体、企
業などの大人とも話し合う機会を設けたこと、子ど
もの視点を中心に、立場の異なる市民同士の相互理
解を図りました。

　幅広い子どもの声を、よりしっかりと受け止める仕組みと
して、子ども・若者の”声”募集箱との連携や、カワサキ☆
Ｕ１８、定例会議など、様々な企画を組み合わせて、一連の
取り組みとして展開しました。
　また、行政や地域団体、企業などの大人とも話し合う機会
を設けたこと、子どもの視点を中心に、立場の異なる市民同
士の相互理解を図りました。

　一連の取組として展開したことで、幅広い子ど
もの声をまとめることができたほか、大人とも相
互理解を図ることで、お互いに新たな気づきを得
て、さらに子どもたちの意見が深まりました。
　また、令和５年度のカワサキ☆Ｕ１８で提案し
た子どもたちの意見が実現するなど、自分たちの
声が大切にされているということを実感する契機
となりました。

　子どもたちからは、毎年、新たな意見や声が寄
せられるため、子どもの権利を尊重したうえで、
テーマに合致した大人の協力者を探していくこと
が今後の課題と考えています。

3
教育委
員会事
務局

地域教
育推進
課

☆ 359 37
川崎市子ども会議
（定例会議）（再
掲）

■目的・目標：川崎市子ども会議推進委員会が運営する川崎市子ども
会議（定例会議）を支援することで、円滑の運営と子どもが安心して
発言することができる「居場所」としての機能の確保をめざします。

■事業概要：川崎市子ども会議において、子どもが安心して自分の意
見を表明できる「居場所」を確保できるように、環境づくりを支える
サポーター向けの講座や研修等を実施するなど、川崎市子ども会議推
進委員会に対する支援を行います。

　子どもが安心して自分の意見を表明できる「場」
として、毎月第１・３日曜日を基本に、年間２３回
の定例会議を開催しました。
定例会議では、子どもたちが自分たちで選んだテー
マについて検討を深め、子どもの声を川崎市に伝え
るための活動を支援したことで、登録人数も昨年度
の約２０名から約４０名に倍増しました。

　子どもが安心して自分の意見を表明できる「場」として、
毎月第１・３日曜日を基本に、年間２0回の定例会議を開催
しました。
　定例会議では、子どもたちが自分たちで選んだテーマにつ
いて検討を深め、子どもの声を川崎市に伝えるための活動を
支援したことで、登録人数も昨年より増加し、40名以上と
なりしました。
　また、サポーター向け研修を開催し、子どもへのファシリ
テーションなどについて学んだり、話し合う機会を設けまし
た。

　定例会議では、自分の本音が話しやすいような
環境づくりに力を入れたほか、子どもたちの声に
対して大人からのフィードバックを行うことで、
達成感を感じることができ、子どもたちにとっ
て、貴重な「場」となりました。
　また、カワサキ☆Ｕ１８などで共有された子ど
もの声について、論点の整理など議論を深めて、
意見としてまとめる役割を担ったり、子どもたち
からのリクエストを踏まえ、様々な現地見学を企
画するなど、子ども会議の取組の中心的な活動を
行いました。

　登録人数が増えていることから、子どもたちの
活動を支えるサポーターの確保や体制整備が必要
と考えています。

3
教育委
員会事
務局

地域教
育推進
課

（19）地域における子
どもの参加活動の拠点
づくり

　子どもが安心して自
由に利用できる拠点施
設において、子どもの
自主的、自発的な参加
活動を支援します。

㊵ 　子ども夢パーク
において、子ども
が中心に企画・運
営するこどもゆめ
横丁など子どもが
自主的、自発的に
参加する活動を支
援します。

31条

360
子ども夢パーク事
業（子どもの活
動）

■目的・目標：子どもの参加・意見表明を促進し、子どもの自主性・
自発性、自己肯定感の向上を図ります。

■事業概要：子ども夢パークにおいて、子どもが中心に企画・運営す
る、こどもゆめ横丁、KUJI ROCK等を実施します。

　こどもゆめ横丁やKUJI ROCKの他、令和5年度
は、20周年記念　夢パおたんじょう日まつり～あ
りがとう・おめでとう・これからも～を実施、大友
剛氏のコンサートをはじめ、舞台で自分の得意なこ
とを披露する『登竜門』、夢パ恒例の水ドロあそ
び、20周年グッズ（ベーゴマ・Tシャツ）の販売、
この日のためにボランティアの皆さんが育てたひま
わり、市内プレパや夢パークで活動する団体の紹介
パネル、模擬店の他、懐かしの写真やパースから歴
代のスタッフTシャツ・ベーゴマ、夢パと支えるつ
くりつづける会の活動の写真の展示など、子どもと
ともに企画し実現しました。

　こどもゆめ横丁やKUJI ROCK、夢パまつりを実施する中
で、子どもとともに企画し実現しました。
こどもゆめ横丁では出店する際のルールや売り上げの使い道
を自分たちで決めるなど子どもたち主体の運営を実施し、計
31店舗、125人の子どもたちが運営に参加しました。

　イベントの企画・運営等の事業をとおして、子
どもが意見を表明し、尊重されることを保障する
ことで、子どもの自主的及び自発的な参加活動を
支援することができました。

　引き続き、子どもの参加・意見表明を促進し、
子どもの自主性・自発性、自己肯定感の向上を図
る必要があります。

3
こども
未来局

青少年
支援室

施策の方向Ⅳ
子どもの参加

　さまざまな
場において子
どもの意見を
聴き、こど
もヶ自主的・
自発的に、ど
こでも、何に
対しても参加
できるよう支
援します。

（18）子ども会議の開
催と支援

　市政について、子ど
もの意見を求めるた
め、川崎市子ども会議
を開催します。また、
子ども会議が、子ども
の自主的及び自発的な
取組により円滑に運営
されるよう支援しま
す。

㊴ 　市政について、
子どもの意見を求
めるため、川崎市
子ども会議を開催
します。また、他
都市の子ども会議
の視察や子ども会
議サポーターの養
成等により、子ど
もの自主的、自発
的な活動を支援
し、川崎市の小・
中・高全校に周知
することで子ども
会議への参加の促
進につなげていき
ます。

（17）子どもの参加の
促進

　子どもが市政等につ
いて意見を表明する機
会や、育ち・学ぶ施設
や地域での活動に参加
する機会等、子どもの
参加を支援します。

㊲ 　子どもが育ち・
学ぶ施設や地域で
の活動に自主的に
参加できるよう、
子ども向けのイベ
ント情報や子ども
にわかりやすい表
現による市政情報
及び各区の魅力な
どを市ホームペー
ジ等を通じて提供
します。

㊳ 　子どもに関わる
施策に当事者であ
る子どもの意見を
反映する取組を促
進するため、子ど
もの意見表明・参
加に関する取組事
例を、庁内に周知
します。

30条
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２９条



第７次川崎市子どもの権利に関する行動計画　令和６年度進捗状況報告書
施策の方向Ⅳ　子どもの参加（条例第４章）

令和６年度の達成度（１～５の５段階評価で入力）
１：目標を大きく上回って達成　２：目標を上回って達成　３：ほぼ目標どおり　４：目標を下回った　５：目標を大きく下回った

施策の方向 推進施策
該当
する
条文

重点
的

取組
№ 再掲 事業名 事業概要等 令和5年度実施状況 令和６年度実施状況 令和６年度の成果 令和６年度の課題

令和６年
の達成度

所管局 所管課計画期間の取組内容

361
学校における生徒
会活動

■目的・目標：生徒会活動等を通して生徒の自主性・自発性を尊重
し、実践に生かされるように教師が適切に指導・支援します。

■事業概要：生徒の自主性を尊重した生徒会活動が支援できるように
特別活動部会総会や教育課程研究会、地区研究会等を実施します。

　特別活動部会総会、教育課程研究会、拡大要請訪
問等において、生徒会活動の計画・運営方法、学校
の実情に応じた生徒会活動の在り方や実践事例等の
伝達を年間10回行いました。

　特別活動部会総会、教育課程研究会、拡大要請訪問等にお
いて、生徒会活動の計画・運営方法、学校の実情に応じた生
徒会活動の在り方や実践事例等の伝達を年間11回行いまし
た。

生徒会活動の活性化を図るために、教育課程研究
会等において、取組の具体例や担当教諭が感じて
いる成果を伝えることで、各校の担当者が、生徒
会活動における自発的、自治的活動の具体的な活
動イメージをもてる機会となりました。

　生徒会活動の様子をより具体的にイメージでき
るよう、各校における取組の情報交換を行った
り、映像資料を交えて情報提供できるように準備
したりする必要があります。

3
教育委
員会事
務局

カリ
キュラ
ムセン
ター

362
生徒会役員選挙協
力事業

■目的・目標：児童、生徒が民主主義に対する理解と関心を高め、ひ
いては地域の課題に主体的に関わろうとする意欲を高めます。

■事業概要：生徒会役員選挙を実際の選挙と同様に行うため、実物の
投票箱、投票記載台、腕章、たすき、のぼり旗等の選挙物品を貸与、
提供し、それを使用して選挙を体験してもらいます。また物品ととも
に選挙執行のノウハウも提供し、学校側から要請があれば簡単な講義
等も併せて行います。

　市立中学校５０校のほか、小学校、特別支援学校
からも器材借用の依頼があり、実施校 ５６校、参加
生徒数約30,500人が実物の投票箱や記載台等の選
挙器材を使用した生徒会役員選挙を体験することが
出来るよう支援しました。

　市立中学校50校のほか、小学校、特別支援学校からも器
材借用の依頼があり、合計55校、約29,000人の生徒が実
物の投・開票器材を使用した生徒会役員選挙を体験する機会
を提供しました。

　市立中学校については９割を超える学校で実施
しており、事業が定着したとともに市内の多くの
中学生が実物の選挙物品で投票行為を体験するこ
とができました。

　器材の貸し出しや選挙執行時のノウハウ提供な
ど、今後も引き続き若年層啓発事業を実施してい
く必要があります。

3

選挙管
理委員
会事務
局

選挙課

363 選挙出前講座

■目的・目標：選挙権を得る前の年代から政治や選挙について考える
機会を持ち、１８歳から有権者となることを自覚し、政治や選挙に対
する意識の向上を図ります。

■事業概要：市立高校のほか、小学校、中学校、高校、大学、専門学
校、市立・県立・私立を問わず、いずれの年代からの依頼にも対応
し、政治・選挙への関心をより一層高めるとともに、知識を深める場
として、講義や模擬投票等を行います。

　昨年度より１校増え、小学校２０校のほか、高等
学校及び特別支援学校を含め合計２５校で実施し、
合計２,３00人を超える生徒が、選挙に関する講義
を受け、実物の投票箱や記載台等の選挙器材を使用
した模擬投・開票等を体験することが出来るよう支
援しました。

　小学校23校、高校２校、支援学校３校の合計２８校で実
施し、合計２,700人を超える生徒が、選挙に関する講義を
受け、実物の投票箱や記載台等の選挙器材を使用した模擬
投・開票等を体験することが出来るよう支援しました。

　発達段階の早い時期からの学びが重要と考えて
いる中、発達段階の早い時期からの学びが重要と
考えている中、多くの小学校からの依頼に対して
実施し、参加した児童からは「選挙に行く意味を
知ることが出来た」や「18歳になったら選挙に行
きたい」といった感想があるなど、選挙権を得る
前の年代から政治や選挙について関心を高め、考
える機会を提供しました。

　中学校や高校からの依頼が少なく、選挙権年齢
に近い年代への実施が少ないことから、今後、更
なる参加に向けて広報の充実や、限られた人員で
の効率的な実施について研究する必要がありま
す。

3

選挙管
理委員
会事務
局

選挙課

364
保育園利用者説明
会・懇談会･保護者
面談の実施

■目的・目標：利用者の意見を取り入れた保育運営を図ります。

■事業概要：利用者（保護者）に対して保育方針や子どもの権利保障
への取組等について説明を行い、意見を出せる機会を持ち、利用者の
意見を取り入れた保育運営を図ります。

　対面での保育内容説明会や懇談会を再開した園も
多く、利用者（保護者）に対して保育方針や子ども
の権利保障への取組等について直接説明を行いまし
た。保護者との個人面談の機会を設ける等、保護者
が意見を出せる機会を提供しました。

　保育内容説明会や懇談会の中で、利用者（保護者）に対し
て保育方針や子どもの権利を大切にした主体的な保育や取組
等について直接説明を行いました。保護者への送迎時の声か
けや個人面談の機会の中で、保護者の思いを汲み取ってきま
した。また、第三者評価の利用者アンケートやご意見箱の設
置により、保護者が意見を出せる機会を提供しました。

　利用者（保護者）に対して保育方針および子ど
もの権利保障への取組等について説明を行い、保
護者アンケート等、保護者からの意見や共に子ど
もの成長・発達を確かめ合う機会を持ち、利用者
の意見を取り入れた保育運営を行いました。

　引き続き、運営の柱として子どもの権利保障を
位置づけ、保育説明会や懇談会の機会ごとに丁寧
に保育を伝え、保護者が伝えやすい環境を作り、
保護者からの意見を取り入れながら保育運営を行
う必要があります。保育の可視化にも力を入れ、
園運営や子どもの人権保障の取組みについての理
解を深めていくよう努めます。

3
こども
未来局

保育・
子育て
推進部

365 学校教育推進会議

■目的・目標：地域と学校が協力し支え合う、よりいっそう開かれた
学校づくりの推進を図ります。

■事業概要：児童生徒、保護者、地域住民、教職員、有識者等が、学
校長から学校運営等について説明を受け、意見を述べる機会として設
置し、教育目標、教育活動等に関し、定期的に話し合います。

　「学校教育推進会議」において、児童生徒が地域
住民や保護者等と意見交換を行う機会を設け、児童
生徒が主体的に参加できる取組等について情報共有
をしました。

　「学校教育推進会議」において、児童生徒が地域住民や保
護者等と意見交換を行う機会を設け、児童生徒が主体的に参
加できる取組等について協議を行いました。

　児童生徒が学校での取組や自分たちの考えや思
いを表明し、地域住民や保護者等と意見交換する
ことができ、子どもたちの学びや生活の様子を共
有することができました。

　児童生徒の考えや思いを地域住民等が受け止め
ることは重要であることから、引き続き意見表明
の機会や安心できる学校づくりの協議の充実を
図っていく必要があります。

3
教育委
員会事
務局

教育政
策室

366 204
学校運営協議会制
度推進事業(再掲）

■目的・目標：地域と家庭、学校が一体となって子どもを育てる「地
域ともにある学校」をめざし、地域住民等との連携・協働を促進しま
す。

■事業概要：保護者や地域住民等が、学校運営の基本方針を承認し、
学校運営支援等について定期的に協議することで、地域の創意工夫を
活かした特色ある学校づくりをめざした学校運営の推進を図ります。

　「学校運営協議会」の設置校（コミュニティ・ス
クール）において、児童生徒が地域住民や保護者等
と意見交換を行う機会を設け、児童生徒が主体的に
参加できる取組等について協議を行いました。

　「学校運営協議会」の設置校（コミュニティ・スクール）
において、児童生徒が地域住民や保護者等と意見交換を行う
機会を設け、児童生徒が主体的に参加できる取組等について
協議を行いました。

　児童生徒が学校での取組や自分たちの考えや思
いを表明し、地域住民や保護者等と意見交換する
ことができ、子どもたちの学びや生活の様子を共
有することができました。また、子どもたちが安
心して学校生活が送れるように、学校と家庭、地
域できることを協議し、教育環境の充実を図りま
した。

　児童生徒の考えや思いを地域住民等が受け止め
ることは重要であることから、引き続き意見表明
の機会や安心できる学校づくりの協議の充実を
図っていく必要があります。

3
教育委
員会事
務局

教育政
策室

☆ 367 360
子ども夢パーク事
業（子どもの活
動）（再掲）

■目的・目標：子どもの参加・意見表明を促進し、子どもの自主性・
自発性、自己肯定感の向上を図ります。

■事業概要：子ども夢パークにおいて、子どもが中心に企画・運営す
る、こどもゆめ横丁、KUJI ROCK等を実施します。

　こどもゆめ横丁やKUJI ROCKの他、令和5年度
は、20周年記念　夢パおたんじょう日まつり～あ
りがとう・おめでとう・これからも～を実施、大友
剛氏のコンサートをはじめ、舞台で自分の得意なこ
とを披露する『登竜門』、夢パ恒例の水ドロあそ
び、20周年グッズ（ベーゴマ・Tシャツ）の販売、
この日のためにボランティアの皆さんが育てたひま
わり、市内プレパや夢パークで活動する団体の紹介
パネル、模擬店の他、懐かしの写真やパースから歴
代のスタッフTシャツ・ベーゴマ、夢パと支えるつ
くりつづける会の活動の写真の展示など、子どもと
ともに企画し実現しました。

　こどもゆめ横丁やKUJI ROCK、夢パまつりを実施する中
で、子どもとともに企画し実現しました。
こどもゆめ横丁では出店する際のルールや売り上げの使い道
を自分たちで決めるなど子どもたち主体の運営を実施し、計
31店舗、125人の子どもたちが運営に参加しました。

　イベントの企画・運営等の事業をとおして、子
どもが意見を表明し、尊重されることを保障する
ことで、子どもの自主的及び自発的な参加活動を
支援することができました。1店舗当たりの人数
の見直しや、子どもだけで過ごせる時間を設ける
等、様々な提案が実現し、イベントの改善につな
がりました。

　引き続き、子どもの参加・意見表明を促進し、
子どもの自主性・自発性、自己肯定感の向上を図
る必要があります。

3
こども
未来局

青少年
支援室

☆ 368

こども文化セン
ター・わくわくプ
ラザ子ども運営会
議

■目的・目標：こども文化センターやわくわくプラザの運営にあた
り、幅広く子どもの意見を取り入れます。

■事業概要：こども文化センターやわくわくプラザの運営にあたり、
活動内容に関する意見、要望等、幅広く子どもの意見を聴くため、子
どもが中心となって「子ども運営会議」を開催し、職員や地域の大人
はそれを補助します。

　毎月1回程度こども運営会議を開催しています。
子ども運営会議で出た子どもの意見を反映し、子ど
も自身が企画、実施に携わることにより、子どもに
とって魅力ある施設として運営できるようしていま
す。

　毎月1回程度こども運営会議を開催しています。子ども運
営会議で出た子どもの意見を反映し、子ども自身が企画、実
施に携わることにより、子どもにとって魅力ある施設として
運営できるようしています。

　各行事の実施にあたり、子どもが自ら育ち、学
べるような環境づくりがなされました。

　子どもが安心して過ごせる居場所として、多く
の子どもの声や意見を反映させ、子どもが自ら育
ち、学べるような環境づくりを継続していく必要
があります。

3
こども
未来局

青少年
支援室

施策の方向Ⅳ
子どもの参加

　さまざまな
場において子
どもの意見を
聴き、こど
もヶ自主的・
自発的に、ど
こでも、何に
対しても参加
できるよう支
援します。

（21）より開かれた育
ち・学ぶ施設

　育ち・学ぶ施設が子
どもとその親等、その
他地域の住民にとって
より開かれたものとな
るよう配慮します。

（22）子どもの意見の
尊重

　子どもの利用を目的
とした市の施設の運営
にあたり、子どもの意
見を聴くよう努めま
す。

㊶ 　学校における生
徒会活動等、子ど
もの自治的な活動
を支援し、子ども
の意見が学校運営
に反映されるよう
努めます。また、
身近な課題に関心
を持ち主体的に関
わる意欲を高める
よう生徒会役員選
挙などの活動を支
援します。

㊷ 　学校運営協議会
等、学校や保育園
等において、子ど
もと親、地域住民
等に対し、施設の
運営について説明
し、定期的に話し
合う場を提供し、
地域の創意工夫を
活かし、開かれた
施設づくりを推進
します。

33条

㊸ 　育ち・学ぶ施
設、その他子ども
の活動の拠点とな
る場等、子どもが
主に利用する施設
の運営にあたり、
こども文化セン
ターやわくわくプ
ラザの子ども運営
会議、子ども夢
パークの各種イベ
ント等運営会議な
ど子どもが中心と
なる会議を開催
し、職員や地域の
大人はそれを補助
するとともに、構
成員として参加す
る会議体において
定期的に子どもの
意見を聴き、施設
運営等に反映され
るよう努めます。

34条

32条（20）自治的活動の奨
励

　育ち・学ぶ施設にお
ける子どもの自治的な
活動を支援し、子ども
の意見等については、
施設の運営に配慮され
るよう努めます。


